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はじめに 

 

本書は、ＶＩＳＪＯＢ管理システム（ＡＶＥＣＳ／ＶＪ）について説明したものです。 

本書の構成は以下のようになっています。 

 

第一章では本サブシステムの概要を述べています。 

第二章では本サブシステムを理解して頂く上で必要な用語及び概念について述べています。 

第三章では本サブシステムが実現する各種機能について述べています。 

第四章では本サブシステムが提供する各種画面処理の操作方法について述べています。 

第五章では本サブシステムが提供するＪＣＬマクロの使用方法について述べています。 

第六章では本サブシステムが提供するサブルーチンの使用方法について述べています。 

尚、本書の作成にあたりＭＲＤＯＣを使用しました。 

 

１９８６年 ５月 初版 

１９８７年 ６月 ２版 

１９８９年 ３月 ３版 

１９９０年１２月 ４版 

 

備考 本書の説明はＡＶＥＣＳ／ＶＪ Ｒ４．１に対応しています。 



 
　　１　概　要
 
　　　本サブシステムは、ＡＣＯＳ４／ＶＩＳの資源を利用し、ＶＩＳ端末，ＴＳＳ端末，センター
 
　　コンソール等から起動されるバッチＪＯＢに対する各種管理を行う事を目的としています。
 
　　　基本的には、ＶＩＳ配下にて動作する事を前提として設計されていますが、ジャーナルシス
 
　　テムが立ち上がっていれば動作可能です。
 
　　※　特　　徴
 
　　　１）　管理ファイルに必要事項を登録し、ＪＣＬの先頭と最後に専用マクロを追加するだけで
 
　　　　　　そのＪＯＢを本サブシステムの管理下で運用する事が可能です。
 
　　　　　　又、より簡易な導入を実現する為にＪＯＢ情報の自動登録機能や専用マクロの追加なし
 
　　　　　　で限定的な運用を保証する機能もサポートされています。　　　　　　　　　　　　　
 
　　　２）　ＪＣＬの各ステップ毎に、システムステータスを判断しなくても異常終了の検出が可能
 
　　　　　　です。（ＫＪコマンドによる異常終了も検出可能）
 
　　　３）　ＪＯＢの実行状況をＶＩＳ端末より簡単に検索する事が可能です。
 
　　　４）　各種の管理方式・起動時チェックを任意に組み合わせる事により、ＪＯＢの投入及び
 
　　　　　　実行タイミングにかかわる各種の障害を防止する事が可能です。
 
　　　５）　起動時に、バッチプログラムに引き渡したい任意の情報を指定し、バッチプログラムで
 
　　　　　　は、専用のサブルーチンを使用してその情報を取得する事が可能です。　　　　　　　
 
　　　６）　処理の起動・開始・終了・異常終了時に、日本語メッセージをセンターコンソール又は
 
　　　　　　ＶＩＳ端末に表示する事が可能です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 



 
　　　７）　ＪＯＢ起動時にシステムオーバーロードが検出されると、自動的に再試行を行う機能が
 
　　　　　　あるので、かかる原因によるＪＯＢの起動漏れを防止出来ます。
 
　　　８）　本サブシステム配下では、どのような場合でも同一ＪＯＢが複数同時に走行する事は
 
　　　　　　ないので異常終了時のリカバリが容易です。
 
　　　　　　又、専用のサブルーチンを使用すれば、ＶＳＡＳファイルに対する静止点と同期をとっ
 
　　　　　　た形で、入力及び出力用に使用する標準順編成ファイルに対する静止点も確立出来るの
 
　　　　　　で、異常終了した際に処理がどこまで進んでいたかを意識する事なく、単純な再処理が
 
　　　　　　可能になります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　９）　本サブシステム内に蓄積されるＪＯＢ実行情報とＳＭＦから採取したＪＯＢ情報から、
 
　　　　　　ＪＯＢ稼働実績情報を作成する機能があるので、業務にまつわるＪＯＢのみを対象とし
 
　　　　　　た各種評価・分析が容易になります。
 



　　１－１　概要図
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　錝錂━━鍰　　　錝錂━━鍰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　錞鋿ＴＳＳ鍗　　錞鋿ｾﾝﾀｰ　鍗
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　　鑅鐱端末　鎤　　鑅鐱ｺﾝｿｰﾙ 鎤
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　　鑈閒鏞━━隆　　鑈閒鏞━━隆
　　　　　　　　┃　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　　┗━━┯━┛　　┗━┯━━┛
　　　　　　　　┃　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RJｺﾏﾝﾄﾞ │　　　　　　│
　　　　　　　　┃　┃　　　┌─┐　　　┏━━━━━━━┓　　　　　│　　　　　　│
　　　　　　　　┃　┠───┤VD├───┨JOB 監視処理　┠────┐│┌─────┘
　　　　　　　　┃　┃　　　└─┘　　　┗━━━━━━━┛　　　　│││
　　　　　　　　┃　┃　　　　　　　　　　　　↑　　　　　　　　　│││
　　　　　　　　┃　┃　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　│││
　　　　　　　　┃　┃┏━━━━━━┓　┏━━━━━━━━┓　　Ｊ│││
　　　　　　　　┃　┣┫利用者ＴＰＰ┠┬┨ JOB起動ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ ┠─┐Ｏ│││
　　　　　　　　┃　┃┗━━━━━━┛│┗━━━━━━━━┛　│Ｂ│││
　　　　　　　　┃　┃┏━━━━━━┓│  　　│↑　　　　　　│起│││
　　　　　　　　┃　┃┃ VISﾒﾆｭｰ管理┃│　　　││　　　　　　↓動↓↓↓
　　　　　　　　┃　┣┫  ｼｽﾃﾑのﾒﾆｭｰ┠┤　　　││　　　　　┏━━━━━━━━━┓
　錝錂━━鍰　　┃　┃┗━━━━━━┛│　　　││　　　　　┃¥JOB  ～　　　; 　┃
錞鋿ＶＩＳ鍗�　┃Ｖ┃┏━━━━━━┓│　　　││　　　　　┃　　　　　　　　　┃バ
鑅鐱端末　鎤　　┃　┃┃ＶＤＸSYSTEM┠┤　　　││　　　┌→┃¥VJSTART　　　;   ┃ッ
鑈閒鏞━━隆━━┫　┃┗━━━━━━┛│　　　││　　　│　┃　　　　　　　　　┃チ
┗━━━━┛　　┃　┃┏━━━━━━┓│　　　││　　　│　┃　　　　　　　　　┃Ｊ
　　　　　　　　┃　┃┃JOB 自動運転┠┘　　　↓↓　　　│　┃　　　　　　　　　┃Ｏ
　　　　　　　　┃Ｉ┃┃　　　SYSTEM┃　　　�����　│　┃　　　　　　　　　┃Ｂ
　　　　　　　　┃　┃┗━━━━━━┛　　　┃ＶＩＳ┃　│　┃　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　┃┏━━━━━━┓　　　┃ＪＯＢ┃　│　┃　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　┣┫実行状況検索┃←┬→┃管理Ｆ┃←┤　┃　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　┃┗━━━━━━┛　│　�����　│　┃　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃Ｓ┃　　　　　　　　　│　　　│　　　│　┃　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　┃　　　　　　　　　│　　　│　　　│　┃　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　┃　　　　　　　　　│　　　│　　　│　┃　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　┃　　　　　　　　　│　　　│　　　└→┃¥VJEND    　　　; ┃
　　　　　　　　┃　┃　　　　　　　　　│　　　│　　　　　┃　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　┃┏━━━━━━┓　│　　　│　　　　　┃¥ENDJOB;　　　　　┃
　　　　　　　　┃　┣┫管理Ｆメンテ┃←┘　　　│　　　　　┗━━━━━━━━━┛
　　　　　　　　┃　┃┗━━━━━━┛　　　　　│
　　　　　　　　┃　┃　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　�����
　　　　　　　　┃　┃　　　　　　　　　┏━━━━━━━┓　　　┃ＳＭＦ┃
　　　　　　　　┃　┃　　　　　　　　　┃実績取得処理　┃←──┃　　　┃
　　　　　　　　┗━┛　　　　　　　　　┗━━━┯━━━┛　　　┃　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　�����
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�����
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃ＪＯＢ┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃稼働　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃実績Ｆ┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�����
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┏━━━━━┓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃各種稼働　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃実績表　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釗釞釭釮釤釥鈆



 
　　２　用　語　及び　概　念
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　この章では、本サブシステムを理解していく上で必要な用語及び概念を説明します。
 
 
 



 
　　２－１　ＪＯＢＩＤ
 
　　　　・　本サブシステムで管理されるＪＯＢを表す識別コードです。　　　　　　　　　　　　
 
　　　　・　ＪＯＢＩＤ毎にＪＯＢ名称，ＪＣＬライブラリ，ＪＣＬサブファイル，ＪＯＢグループ
 
　　　　　　保留指数，ＪＯＢクラス，各種ＪＯＢ属性を登録しておく事が出来ます。　　　　　　
 
　　　　・　通常ＪＯＢＩＤは「¥JOB」文のＪＯＢ名と一致させますが、加入者別多重起動機能を
 
　　　　　　使用して起動されたＪＯＢの場合は、「¥JOB」文のＪＯＢ名に加入者コードがサフィッ
 
　　　　　　クスとして付加されますので、ＪＯＢ名＋加入者コードが実際のＪＯＢＩＤとなりま
 
　　　　　　す。（但し、上記各種情報の登録は加入者コードが付加されないＪＯＢＩＤに対して
 
　　　　　　行います。）
 
　　　　・　本サブシステムにおいては同一ＪＯＢＩＤを持つＪＯＢが同時に走行する事はありま
 
　　　　　　せん。
 
 
 



 
　　２－２　ＶＪ起動とマニュアル起動
 
　　　　・　本サブシステムにて管理されるＪＯＢの起動方法には２つのパターンがあります。
 
　　　　①　ＶＪ起動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　以下の手段によって起動されたＪＯＢをＶＪ起動されたＪＯＢと言います。
 
　　　　　　・　本サブシステムの提供するサブルーチン「VJSRUNJ 」「VJSRUNJ2」等によって起動
 
　　　　　　　　されたＪＯＢ
 
　　　　　　・　本サブシステムの提供するＪＣＬマクロ「¥VJRUN」により起動されたＪＯＢ
 
　　　　　　・　ＶＸシステムにより起動されたＪＯＢ
 
　　　　　　・　ＶＭシステムのメニュー画面より起動されたＪＯＢ
 
　　　　　　・　ＶＳシステムにより起動されたＪＯＢ
 
　　　　②　マニュアル起動（手動起動）
 
　　　　　　以下の手段によって起動されたＪＯＢをマニュアル起動されたＪＯＢと言います。
 
　　　　　　・　センターコンソールより「RJ」コマンドにより起動されたＪＯＢ
 
　　　　　　・　ＴＳＳ，ＲＪＥシステムより起動されたＪＯＢ
 
　　　　　　・　ＪＣＬマクロ「¥RUN」により起動されたＪＯＢ
 
　　　　　　・　ユーザーＡＰよりシステムマクロ「¥RUNJOB 」にて起動したＪＯＢ
 
　　　　　　ＪＯＢ属性の１つである手動起動区分が「Ｎ」であるＪＯＢをマニュアル起動すると、
 
　　　　　　ＪＯＢ開始時処理「¥VJSTART」において異常終了します。
 
 
 



 
　　２－３　ＪＯＢ状態
 
　　　　　　本サブシステムで管理されるＪＯＢは以下の何かの状態にあります。
 
　　　　①　要求中
　　　　　　同一ＪＯＢ実行中等の理由により起動出来ない為、起動要求のみ登録されている状態
　　　　　　です。要求登録区分「１」のＪＯＢにのみ有り得る状態です。
 
　　　　②　保留中
　　　　　　保留指数が「１」以上の為、起動が保留されている状態です。保留起動区分「Ｙ」の
　　　　　　ＪＯＢにのみ有り得る状態です。
 
　　　　③　起動中
　　　　　　実際の起動が行われつつある状態です。
 
　　　　④　待機中
　　　　　　起動後、ＪＯＢ開始時処理「¥VJSTART」が実行されるまでの状態です。ＪＣＬ解析，Ｊ
　　　　　　ＯＢスケジュール待ち等の期間もこの状態になります。　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　⑤　実行中
　　　　　　ＪＯＢが実際に実行されている状態です。
 
　　　　⑥　正常終了
　　　　　　ＪＯＢが正常終了した状態です。この状態になった時、次の同一ＪＯＢの起動が可能に
　　　　　　なります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　⑦　異常終了
　　　　　　異常終了時処置が「１」のＪＯＢが異常終了した状態です。そのＪＯＢの実行履歴とし
　　　　　　ては「異常終了」ですが、次の同一ＪＯＢの起動は可能です。　　　　　　　　　　　
 
　　　　⑧　異常終了中
　　　　　　異常終了時処置が「０」のＪＯＢが異常終了した状態です。
 
　　　　⑨　再処理中
　　　　　　異常終了した異常終了時処置が「０」のＪＯＢを再処理している状態です。
 
　　　　⑩　復旧完了
　　　　　　再処理が正常に終了した状態です。この状態になった時、次の同一ＪＯＢの起動が可能
　　　　　　になります。
 
　　　　⑪　稼働中
　　　　　　あるＪＯＢが上記の内、「保留中」「起動中」「待機中」「実行中」「再処理中」
　　　　　　「異常終了中」の何れかの状態にある時、そのＪＯＢは「稼働中」であると言います。
　　　　⑫　非稼働中
　　　　　　あるＪＯＢが「稼働中」でない場合、そのＪＯＢは「非稼働中」であると言います。
　　　　　　この状態の時、そのＪＯＢの起動が可能です。
 



 
　　　　※　ＪＯＢ状態遷移
 
 
　　　　　《　はじめ　》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　↓　　　┌─────┐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　《起動不可》←①→──┤　要求中　│　　　　　分岐①　「稼働中」の同一ＪＯＢが存在し、　
　　　　　　　　↓　　　└──┬──┘　　　　　　　　　且つ要求登録区分＝「１」の場合、　
　　　　　　　　│　起動可能　│　　　　　　　　　　　　「要求中」となる。　　　　　　　　
　　　　　　　　├←─────┘　　　　　　　　　　　　上記の状態で要求登録区分＝「０」の
　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場合、起動は拒否される。　　　　　
　　　　　　　　↓　　　┌─────┐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　《起動不可》←②→──┤　保留中　│　　　　　分岐②　そのＪＯＢの保留指数が「１」以上
　　　　　　　　↓　　　└──┬──┘　　　　　　　　　で、且つ保留起動区分＝「Ｙ」の場合
　　　　　　　　│　保留解除　│　　　　　　　　　　　　「保留中」となる。　　　　　　　　
　　　　　　　　├←─────┘　　　　　　　　　　　　保留指数が「１」以上で保留起動
　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区分＝「Ｎ」の場合、起動は拒否
　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　される。
　　　　　┌──┴──┐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　│　起動中　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　└──┬──┘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　分岐③　そのＪＯＢの異常終了処置＝「０」の
　　　　　┌──┴──┐　　　　　　　　　　　　　　　　場合、「異常終了中」となる。　　　
　　　　　│　待機中　│　　　　　　　　　　　　　　　　異常終了処置＝「１」の場合、「異常
　　　　　└──┬──┘　　　　　　　　　　　　　　　　終了」となり、次の同一ＪＯＢの起動
　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が可能となる。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　┌──┴──┐　異常発生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　│　実行中　├───────→③→──────────┐　　　　　　　　　　　　
　　　　　└──┬──┘　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　↓　　　　　　　　┌──┴──┐　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　│　　　┌───→┤異常終了中│　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　│　　　│　　　　└──┬──┘　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　│　　　│　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　│　　　│　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　│　　　│異常発生┌──┴──┐　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　│　　　└───←┤再処理中　│　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　│　　　　　　　　└──┬──┘　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　
　　　　　┌──┴──┐　　　　　┌──┴──┐　　　　　┌──┴──┐　　　　　　　　　
　　　　　│正常終了　│　　　　　│復旧完了　│　　　　　│異常終了　│　　　　　　　　　
　　　　　└──┬──┘　　　　　└──┬──┘　　　　　└──┬──┘　　　　　　　　　
　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　├───────────┴───────────┘　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　《　おわり　（「非稼働中」＝次の同一ＪＯＢの起動が可能）　　》　　　　　　　　　
 



 
　　２－４　異常終了時処置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　・　本サブシステム配下のＪＯＢが異常終了した時の処置方法には前述のように、２つの
 
　　　　　　パターンがあります。
 
　　　　　①　異常終了時処置＝「０」のＪＯＢ
 
　　　　　　　本サブシステム上の管理としては「異常終了中」、即ち「稼働中」の状態ですので、
 
　　　　　　　必ず後述する再処理を行なわなければなりません。　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　再処理を行わない限り、次の同一ＪＯＢ起動は出来ません。　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　このようなＪＯＢを再処理必須のＪＯＢと言います。
 
　　　　　　　ファイル更新等を行うＪＯＢで、正確なリカバリーが必要な場合はこのパターンを
 
　　　　　　　使用する事が望ましいと言えます。
 
　　　　　②　異常終了時処置＝「１」のＪＯＢ
 
　　　　　　　そのＪＯＢの実行履歴としては「異常終了」となりますが、管理上は「非稼働中」に
 
　　　　　　　なりますので、次の同一ＪＯＢ起動は可能となります。　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　このようなＪＯＢを再処理不要なＪＯＢと言います。
 
　　　　　　　ファイル更新等がないＪＯＢでは、このパターンを使用する事により、不必要なリカ
 
　　　　　　　バリー処置を避ける事が出来ます。
 
　　　　・　ＶＳシステムから起動されたＪＯＢは管理ファイル上の設定とかかわりなく、常に異常
 
　　　　　　終了時処置＝「０」とみなされます。
 
　　　　・　再処理必須のＪＯＢの再処理の方法については、３－４－④を参照して下さい。
 



 
　　２－５　要求登録
 
　　　　・　ＪＯＢ起動要求のみを本サブシステム内に蓄積する事を要求登録と言います。
 
　　　　・　要求登録は以下のような原因で実際のＪＯＢの起動が不可能な場合に行われます。
 
　　　　　・通常のＪＯＢにおいて、そのＪＯＢが現在「稼働中」の場合。　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・マルチＪＯＢ管理されているＪＯＢにおいて、同一マルチ管理識別を持つＪＯＢが全て
 
　　　　　　「稼働中」の場合。　　　
 
　　　　　・ＪＯＢ間排他管理されているＪＯＢにおいて、同一ＪＯＢ間排他識別を持つＪＯＢの何
 
　　　　　　れかが「稼働中」の場合。
 
　　　　・　要求登録されたＪＯＢの状態は「要求中」となります。
 
　　　　・　要求登録されたＪＯＢは起動可能な条件が整い次第、実際のＪＯＢ起動がＦＩＦＯ方式
 
　　　　　　で行われます。
 
　　　　・　要求登録は要求登録区分が「１」となっているＪＯＢの場合のみ通常行われます。　　
 
　　　　　　区分が「０」のＪＯＢの場合は起動要求そのものが拒絶されます。　　　　　　　　　
 
　　　　・　但し、ＶＸシステム、ＶＳシステム及び「¥VJRUN」より起動されるＪＯＢは、管理ファ
 
　　　　　　イル上の設定にかかわりなく、要求登録区分＝「１」とみなされます。
 



 
　　２－６　保留指数
 
　　　　・　ＪＯＢ実行順序の制御や同一ＪＯＢの実行回数の制限、あるいは一時的なＪＯＢ投入
 
　　　　　　規制等を自由に行う事を可能とするために、本サブシステムでは保留指数というものを
 
　　　　　　用意しています。
 
　　　　　　尚、この保留指数はＪＣＬにおける保留指数とは何らかかわりはありません。
 
　　　　・　保留指数は各ＪＯＢ毎に初期保留指数と現在保留指数の２つがあり、それぞれ「－９」
 
　　　　　　から「＋９」までの何かの値を持っています。初期保留指数は、登録時やＪＯＢグルー
 
　　　　　　プ別ＪＯＢ実行履歴初期化時等に現在保留指数に設定される値です。
 
　　　　・　現在保留指数が「＋１」以上の場合、そのＪＯＢの起動は不可能となります。
 
　　　　　　但し、そのＪＯＢの保留起動区分が「Ｙ」の場合は保留起動され、そのＪＯＢの状態は
 
　　　　　　「保留中」となります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　尚、あるＪＯＢが「要求中」であった間に保留指数が「＋１」以上になってしまった
 
　　　　　　場合は、無条件に「保留中」となります。
 
　　　　・　「保留中」のＪＯＢは保留指数が「０」以下になった時点で、実際の起動が行われます
 
　　　　・　保留指数の変更はＪＣＬマクロ「¥VJCTRL 」にて、任意のＪＯＢに対して行う事が可能
 
　　　　　　です。
 



 
　　２－７　ＪＯＢグループ
 
　　　　・　本サブシステム配下のＪＯＢは、全て何れかのＪＯＢグループ内の１つのＪＯＢとして
 
　　　　　　管理されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　・　ＪＯＢグループは、ＪＯＢ実行状況検索、ＪＯＢ実行履歴初期化等の処理時の単位とな
 
　　　　　　るばかりか、後述するマルチＪＯＢ管理機能、ＪＯＢ間排他管理機能使用時の前提条件
 
　　　　　　となるものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　・　互いに関連のあるＪＯＢを１つのＪＯＢグループに登録する事により、効果的ＪＯＢ
 
　　　　　　管理を実現する事が可能です。
 
　　　　・　１つのＪＯＢグループに登録出来るＪＯＢの数には、制限はありません。
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マルチＪＯＢ管理　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　　
　　　　　┏━━━━━━━┓　　　　　　　┃┌────┐　┌────┐　┌────┐┃　　
　　　　　┃ＪＯＢグループ┣━━━━┳━━┫│ＪＯＢ１│＝│ＪＯＢ２│＝│ＪＯＢ３│┃　　
　　　　　┗━━━━━━━┛　　　　┃　　┃└────┘　└────┘　└────┘┃　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　　　ＪＯＢ間排他管理機能　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　　┃┌────┐　┌────┐　┌────┐┃　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　┣━━┫│ＪＯＢ４│×│ＪＯＢ５│×│ＪＯＢ６│┃　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　　┃└────┘　└────┘　└────┘┃　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　　　┌────┐　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　┣━━━┥ＪＯＢ７│　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　　　└────┘　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　　　┌────┐　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　┣━━━┥ＪＯＢ８│　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　　　└────┘　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
　　２－８　加入者
 
　　　　・　加入者はＡＶＥＣＳ共通の概念ですが、本サブシステムにおいては１つあるいは複数の
 
　　　　　　端末のグループとしての加入者を、ＪＯＢの起動元を表す１つの概念として使用します
 
　　　　・　１つの加入者には最大３０個の端末を定義出来ます。
 
　　　　・　通常加入者は「加入者別ＪＯＢ実行状況検索」の単位となりますが、加入者別多重起動
 
　　　　　　機能使用時はその前提条件となります。
 
　　　　・　何れの加入者にも属さない端末からＪＯＢが起動された場合や、端末以外からＪＯＢが
 
　　　　　　起動された場合は、２－９－②の起動元端末が加入者とみなされます。
 
　　　　　　尚、こういった場合は加入者別多重起動機能は適用されません。
 



 
　　２－９　起動元情報
 
　　　　・　起動元を表す概念には２－８の加入者の他に「起動元」と「起動元端末ＩＤ」の２つが
 
　　　　　　あります。
 
　　　　　①　起動元
 
　　　　　　　ＪＯＢ実行状況検索時に表示されるもので、以下のような値がセットされます。
 
　　　　　　・　ＶＩＳＴＰＰよりＶＪ起動された場合　　　　　→　端末ＩＤ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　但し、指定により任意の値を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セット可能
　　　　　　・　ＶＭシステムのメニューより起動された場合　　→　端末ＩＤ
　　　　　　・　ＪＣＬマクロ「¥VJRUN」にて起動された場合　　→　「¥VJRUN」を実行したＪＯＢ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生起番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　但し、指定により「¥VJRUN」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を実行したＪＯＢの起動元、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もしくは任意の値をセット可
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　能
　　　　　　・　ＶＳシステムから自動起動された場合　　　　　→　「VISSCD」
　　　　　　　　但し、「.VSS」「.VSRJ 」コマンドによって
　　　　　　　　オペレータが強制起動した場合　　　　　　　　→　「CENTER」
　　　　　　・　ＶＸシステムから起動された場合　　　　　　　→　発生源加入者コード
　　　　　　・　ＴＳＳ，ＲＪＥ端末より起動されたＪＯＢの場合→　ＵＳＥＲ名
　　　　　　・　センターコンソールから起動されたＪＯＢの場合→　「CENTER」
 
　　　　　②　起動元端末ＩＤ
 
　　　　　　・　ＶＩＳＴＰＰより、ＶＪ起動された場合　　　　→　端末ＩＤ
　　　　　　・　ＪＣＬマクロ「¥VJRUN」にて起動された場合　　→　「¥VJRUN」を実行したＪＯＢ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の起動端末ＩＤ
　　　　　　・　ＶＳシステムから起動された場合　　　　　　　→　「CENTER」
　　　　　　・　ＶＸシステムから起動された場合　　　　　　　→　集信元端末ＩＤ
　　　　　　・　ＴＳＳ，ＲＪＥ端末より起動されたＪＯＢの場合→　端末ＩＤ
　　　　　　・　センターコンソールから起動されたＪＯＢの場合→　「CENTER」



 
　　２－10　ＶＩＳＪＯＢ管理パラメータ
 
　　　　・　本サブシステム配下のＪＯＢをＶＪ起動する場合、任意の情報を起動されるＪＯＢに　
 
　　　　　　引き継ぐ事が可能です。この情報の事をＶＩＳＪＯＢ管理パラメータと言います。　　
 
　　　　・　引き継がれたＶＩＳＪＯＢ管理パラメータは、バッチプログラム中で本サブシステムの
 
　　　　　　提供するサブルーチン「VJSPGET 」「VJSPGET2」を利用する事により取得したり、更新
 
　　　　　　したりする事が可能です。
 
　　　　・　ＶＩＳＪＯＢ管理パラメータは異常終了後の再処理の中でも取得可能です。
 
　　　　・　本サブシステムの提供するＪＣＬマクロ「¥VJPGET 」を利用すると、ＶＩＳＪＯＢ管理
 
　　　　　　パラメータを任意の順編成ファイルに出力する事が可能です。
 
　　　　・　ＶＩＳＪＯＢ管理パラメータは最大４００バイトまで利用可能です。
 



 
　　３　機　　能
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　この章では、本サブシステムの持つ各種機能について説明します。
 
 
 



 
　　３－１　機能関連図
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　┏━━━━━━━━━┓　┌───────────┐　　　　　　　　　　　　　　　　　
　━┳┫ＪＯＢ状態監視機能┣┳┥　ＪＯＢ起動管理機能　│　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃┗━━━━━━━━━┛┃└───────────┘　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃　　　　　　　　　　　┃┌───────────┐　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃　　　　　　　　　　　┣┥ＪＯＢ保留状態監視機能│　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃　　　　　　　　　　　┃└───────────┘　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃　　　　　　　　　　　┃┌───────────┐　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃　　　　　　　　　　　┗┥ＪＯＢ終了状態監視機能│　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃　　　　　　　　　　　　└───────────┘　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃┏━━━━━━━━━┓　　　　　　　　　　　　　　　　　┌──────────┐　　
　　┣┫ＪＯＢ起動準備機能┣┳━━━━━━━━━━━━━━━┳┥　基本起動準備機能　│　　
　　┃┗━━━━━━━━━┛┃　　　　　　　　　　　　　　　┃└──────────┘　　
　　┃　　　　　　　　　　　┃┌───────────┐　　┃┌──────────┐　　
　　┃　　　　　　　　　　　┗┥起動権限チェック機能　│　　┣┥マルチＪＯＢ管理機能│　　
　　┃　　　　　　　　　　　　└───────────┘　　┃└──────────┘　　
　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃┌──────────┐　　
　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┣┥ＪＯＢ間排他管理機能│　　
　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃└──────────┘　　
　　┃　　　　　　　　　　　　┌───────────┐　　┃┌──────────┐　　
　　┃　　　　　　　　　　　┏┥　パラメータ引継機能　│　　┗┥加入者別多重起動機能│　　
　　┃　　　　　　　　　　　┃└───────────┘　　　└──────────┘　　
　　┃┏━━━━━━━━━┓┃┌───────────┐　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┣┫ＪＯＢ実行管理機能┣╋┥　メッセージ表示機能　│　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃┗━━━━━━━━━┛┃└───────────┘　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃　　　　　　　　　　　┃┌───────────┐　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃　　　　　　　　　　　┣┥　ステップ間排他機能　│　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃　　　　　　　　　　　┃└───────────┘　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃　　　　　　　　　　　┃┌───────────┐　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃　　　　　　　　　　　┗┥異常後再処理支援機能　│　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃　　　　　　　　　　　　└───────────┘　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃┏━━━━━━━━━┓　┌───────────┐　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┗┫　運用支援機能　　┣┳┥ＪＯＢ実行状況検索機能│　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　┗━━━━━━━━━┛┃└───────────┘　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　┃┌───────────┐　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　┣┥管理ファイルメンテ機能│　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　┃└───────────┘　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　┃┌───────────┐　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　┣┥ＪＯＢ稼働実績取得機能│　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　┃└───────────┘　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　┃┌───────────┐　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　┣┥ＪＯＢ実行履歴抹消機能│　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　┃└───────────┘　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　┃┌───────────┐　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　┣┥　ＪＯＢ自動登録機能　│　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　┃└───────────┘　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　┃┌───────────┐　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　┗┥　簡易導入支援機能　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　└───────────┘　　　　　　　　　　　　　　　　　



 
　３－２　ＪＯＢ状態監視機能
 
　　　・　定間隔で起動される専用のＶＩＳＴＰＰ、ＪＯＢ終了時処理「¥VJEND」等にて実現される
 
　　　　　機能です。
 
　　　①　ＪＯＢ起動管理機能
 
　　　　　・　各種ＪＯＢ起動要求を受け付け、実際のＪＯＢ起動を行います。
 
　　　　　・　システムオーバーロードで起動が出来なかった場合は、起動出来るまで定間隔で再試
 
　　　　　　　行します。
 
　　　②　ＪＯＢ保留状態監視機能
 
　　　　　・　「保留中」となっているＪＯＢを監視し、保留指数が「＋０」以下になった時点で　
 
　　　　　　　ＪＯＢ起動要求を通知します。
 
　　　③　ＪＯＢ終了状態監視機能
 
　　　　　・　「稼働中」のＪＯＢを監視し、ＪＯＢの正常終了、及び再処理不要のＪＯＢの異常終
 
　　　　　　　了を検出した場合は、その事により起動可能となる「要求中」のＪＯＢがないかを
 
　　　　　　　調べ、もし存在すれば保留指数をチェックします。もし保留指数が「＋１」以上であ
 
　　　　　　　ればそのＪＯＢの状態を「保留中」にし、そうでなければＪＯＢ起動要求を通知しま
 
　　　　　　　す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・　ＪＯＢ終了状態の検出は、定間隔で起動されるＶＩＳＴＰＰ、及び「¥VJEND」で行わ
 
　　　　　　　れますが、異常終了時の検出は通常前者で行われる為、検出まで多少時間がかかりま
 
　　　　　　　す。（２～３分。）
 
　　　　　　　もしこれを回避したい場合は、ＪＣＬの各ステップ毎に「¥WHEN 」文を入れ、ステー
 
　　　　　　　タスが異常ならば「¥VJEND」のステップに分岐させて下さい。即座に異常検出が可能
 
　　　　　　　です。
 



 
　　３－３　ＪＯＢ起動準備機能
 
　　　　・　ＶＪ起動の場合は、ＪＯＢ起動に先立って各起動ツールの内部で実現され、マニュアル
 
　　　　　　起動の場合は、ＪＯＢ開始時処理「¥VJSTART」にて実現される機能です。
 
　　　　①　起動権限チェック機能
 
　　　　　ａ　パスワードチェック
 
　　　　　・　ＪＯＢ情報の中の起動チェック区分が「Ａ」又は「Ｐ」の時、そのＪＯＢに対して
 
　　　　　　　本チェックが行なわれます。
 
　　　　　・　パスワード登録は、ＪＯＢ管理Ｆのパスワードレコードメンテ画面で行い、一つの
 
　　　　　　　パスワードに対し、起動可能なＪＯＢを２８個まで設定する事が出来ます。
 
　　　　　　　つまり、ここで設定されていないパスワードチェックを行うＪＯＢを、そのパスワー
 
　　　　　　　ドで起動する事は出来ません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・　本チェックは、「¥VJRUN」による起動及びＶＳシステムによる起動以外のＶＪ起動の
 
　　　　　　　際に行う事が可能です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　ｂ　端末ＩＤのチェック
 
　　　　　・　ＪＯＢ情報の中の起動チェック区分が「Ａ」又は「Ｔ」の時、そのＪＯＢに対して
 
　　　　　　　本チェックが行なわれます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・　端末ＩＤの登録は、ＪＯＢ管理Ｆのパスワードレコードメンテ画面で行ない、一つの
 
　　　　　　　端末ＩＤに対し、起動可能なＪＯＢを２８個まで設定する事が出来ます。
 
　　　　　　　つまり、ここで設定されていない端末ＩＤチェックを行うＪＯＢを、その端末から
 
　　　　　　　起動する事は出来ません。
 
　　　　　・　本チェックは、「¥VJRUN」による起動、及びＶＳシステムによる起動以外のＶＪ起動
 
　　　　　　　の際に行う事が可能です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　ｃ　パスワード，端末ＩＤの変更
 
　　　　　・　ＪＯＢ管理Ｆメンテナンスのメニュー画面にて、起動可能ＪＯＢ等の内容を変更する
 
　　　　　　　事なしに、パスワード，端末ＩＤを変更する事が可能です。
 



 
　　　　②　基本起動準備機能
 
　　　　　　通常のＪＯＢに対して適用される起動準備機能です。
 
　　　　　　起動準備は以下のように場合分けして行われます。
 
　　　　　・　起動したいＪＯＢが「非稼働中」で、且つ保留指数が「０」以下の場合　　　　　　
 
　　　　　　　ＶＪ管理ファイルに対して、必要な更新を行った後にＪＯＢ起動要求をＪＯＢ起動
 
　　　　　　　管理機能に対し通知します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・　起動したいＪＯＢが「非稼働中」で、且つ保留指数が「＋１」以上の場合　　　　　
 
　　　　　　　保留起動区分が「Ｙ」ならば保留起動を行います。　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　保留起動区分が「Ｎ」ならばＪＯＢ起動を拒否します。　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・　起動したいＪＯＢが「稼働中」で、且つ保留指数が「０」以下の場合　　　　　　　
 
　　　　　　　要求登録区分が「１」ならば要求登録を行います。　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　要求登録区分が「０」ならばＪＯＢ起動を拒否します。　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・　起動したいＪＯＢが「稼働中」で、且つ保留指数が「＋１」以上の場合　　　　　　
 
　　　　　　　要求登録区分が「１」、且つ保留起動区分が「Ｙ」の時のみ要求登録を行います。
 
　　　　　　　それ以外の時はＪＯＢ起動を拒否します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 



 
　　　　③　マルチＪＯＢ管理機能
 
　　　　　　ＪＯＢグループ情報メンテナンス処理において、マルチ管理識別に同一の値が設定され
 
　　　　　　たＪＯＢ同士に、本管理機能が適用されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　起動したいＪＯＢが「稼働中」の場合でも、同一マルチ管理識別を持つ他のＪＯＢに
 
　　　　　　「非稼働中」のＪＯＢがあれば、そのＪＯＢを起動対象とみなします。
 
　　　　　　起動準備は以下のように場合分けして行われます。
 
　　　　　・　起動したいＪＯＢと同一のマルチ管理識別を持つ何れかのＪＯＢが「非稼働中」で、
 
　　　　　　　且つ保留指数が「０」以下の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　ＶＪ管理ファイルに対して、必要な更新を行った後、そのＪＯＢに対するＪＯＢ起動
 
　　　　　　　要求をＪＯＢ起動管理機能に対し通知します。　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・　起動したいＪＯＢと同一のマルチ管理識別を持つ何れかのＪＯＢが「非稼働中」で、
 
　　　　　　　且つ保留指数が「＋１」以上の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　保留起動区分が「Ｙ」ならばそのＪＯＢに対する保留起動を行います。　　　　　　
 
　　　　　　　保留起動区分が「Ｎ」ならばＪＯＢ起動を拒否します。　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・　起動したいＪＯＢと同一のマルチ管理識別を持つ全てのＪＯＢが「稼働中」で、且つ
 
　　　　　　　保留指数が「０」以下の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　要求登録区分が「１」ならば要求登録を行います。　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　要求登録区分が「０」ならばＪＯＢ起動を拒否します。　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・　起動したいＪＯＢと同一のマルチ管理識別を持つ全てのＪＯＢが「稼働中」で、且つ
 
　　　　　　　保留指数が「＋１」以上の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　要求登録区分が「１」、且つ保留起動区分が「Ｙ」の時のみ要求登録を行います。　
 
　　　　　　　それ以外の時はＪＯＢ起動を拒否します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 



 
　　　　④　ＪＯＢ間排他管理機能
 
　　　　　　ＪＯＢグループ情報メンテナンス処理において、ＪＯＢ間排他識別に同一の値が設定さ
 
　　　　　　れたＪＯＢ同士に、本管理機能が適用されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　起動したいＪＯＢと同一ＪＯＢ間排他識別を持つＪＯＢが全て「非稼働中」の時のみ
 
　　　　　　起動可能とみなされます。
 
　　　　　　起動準備は以下のように場合分けして行われます。
 
　　　　　・　起動したいＪＯＢと同一のＪＯＢ間排他識別を持つ全てのＪＯＢが「非稼働中」で、
 
　　　　　　　且つ保留指数が「０」以下の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　ＶＪ管理ファイルに対して、必要な更新を行った後、そのＪＯＢに対するＪＯＢ起動
 
　　　　　　　要求をＪＯＢ起動管理機能に対し通知します。　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・　起動したいＪＯＢと同一のＪＯＢ間排他識別を持つ全てのＪＯＢが「非稼働中」で、
 
　　　　　　　且つ保留指数が「＋１」以上の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　保留起動区分が「Ｙ」ならばそのＪＯＢに対する保留起動を行います。　　　　　　
 
　　　　　　　保留起動区分が「Ｎ」ならばＪＯＢ起動を拒否します。　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・　起動したいＪＯＢと同一のＪＯＢ間排他識別を持つ何れかのＪＯＢが「稼働中」で、
 
　　　　　　　且つ保留指数が「０」以下の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　要求登録区分が「１」ならば要求登録を行います。　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　要求登録区分が「０」ならばＪＯＢ起動を拒否します。　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・　起動したいＪＯＢと同一のＪＯＢ間排他識別を持つ何れかのＪＯＢが「稼働中」で、
 
　　　　　　　且つ保留指数が「＋１」以上の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　要求登録区分が「１」、且つ保留起動区分が「Ｙ」の時のみ要求登録を行います。　
 
　　　　　　　それ以外の時はＪＯＢ起動を拒否します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 



 
　　　　⑤　加入者別多重起動機能
 
　　　　　　ＪＯＢ情報中の加入者オプションが「Ｙ」のＪＯＢが、何れかの加入者に属する端末か
 
　　　　　　らＶＪ起動された場合に本機能が適用されます。
 
　　　　　　本機能が適用されると、元のＪＯＢＩＤに対して起動元端末が属する加入者コードがサ
 
　　　　　　フィックスとして付加され、それが実際上のＪＯＢＩＤとなります。　　　　　　　　
 
　　　　　　この加入者コードが付加されたＪＯＢＩＤの事を従属ＪＯＢＩＤと言い、これの持つ　
 
　　　　　　各種ＪＯＢ属性はもとのＪＯＢＩＤに依存します。　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　本機能を使用すると、１つのＪＯＢ登録で理論的には加入者の数だけのＪＯＢを起動す
 
　　　　　　る事が可能です。但し、ＪＣＬは共通のものが使用されるので中間ファイルにはテンポ
 
　　　　　　ラリファイルを使用するか、３－４－①で説明するパラメータ引継機能を使用して外部
 
　　　　　　ファイル名称を仮パラメータで与える等の競合を避ける工夫が必要です。　　　　　　
 
　　　　　　本機能における起動準備は、従属ＪＯＢＩＤ毎に以下のように行われます。
 
　　　　　・　起動したいＪＯＢが「非稼働中」で、且つ保留指数が「０」以下の場合　　　　　　
 
　　　　　　　ＶＪ管理ファイルに対して、必要な更新を行った後ＪＯＢ起動要求をＪＯＢ起動管理
 
　　　　　　　機能に対し通知します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・　起動したいＪＯＢが「非稼働中」で、且つ保留指数が「＋１」以上の場合　　　　　
 
　　　　　　　保留起動区分が「Ｙ」ならば保留起動を行います。　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　保留起動区分が「Ｎ」ならばＪＯＢ起動を拒否します。　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・　起動したいＪＯＢが「稼働中」で、且つ保留指数が「０」以下の場合　　　　　　　
 
　　　　　　　要求登録区分が「１」ならば要求登録を行います。　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　要求登録区分が「０」ならばＪＯＢ起動を拒否します。　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・　起動したいＪＯＢが「稼働中」で、且つ保留指数が「＋１」以上の場合　　　　　　
 
　　　　　　　要求登録区分が「１」且つ保留起動区分が「Ｙ」の時のみ要求登録を行います。　　
 
 
 



 
　　３－４　ＪＯＢ実行管理機能
 
　　　　・　実行されたＪＯＢに対してなされる各種管理機能で、本サブシステムを構成するツール
 
　　　　　　群によって総合的に実現されます。
 
　　　　①　パラメータ引継機能
 
　　　　　　ＶＪ起動を行う際に、以下の２つのパラメータを起動されるＪＯＢに対して引き継ぐ事
 
　　　　　　が可能です。
 
　　　　　ａ　ＶＩＳＪＯＢ管理パラメータ
 
　　　　　　　最大４００バイトのパラメータに任意の情報をセットし、引き継ぐ事が可能です。
 
　　　　　　　詳細は２－⑩を参照して下さい。
 
　　　　　ｂ　ＪＣＬ仮パラメータ置換指定
 
　　　　　　　起動されるＪＯＢに対する、ＪＣＬ仮パラメータ置換指定を行う事が可能です。
 
　　　　　　　ＪＣＬ仮パラメータ置換指定格納領域は、通常５０バイトですが最大２４０バイト迄
 
　　　　　　　拡張可能です。但し５０バイトを超えた分は、ＶＩＳＪＯＢ管理パラメータ用の領域
 
　　　　　　　を使用しますので、その分ＶＩＳＪＯＢ管理パラメータとして使用出来るバイト数が
 
　　　　　　　減少します。
 
　　　　　　ＶＪ起動されたＪＯＢの場合は上述のユーザーが指定する仮パラメータ置換指定とは別
 
　　　　　　に、以下の仮パラメータ置換指定が本サブシステムによりなされます。
 
　　　　　ａ　「ＴＲＭＩＤ＝起動元端末ＩＤ」　起動元端末ＩＤの値については２－９を参照して
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下さい。
 
　　　　　ｂ　「ＪＯＢＩＤ＝実ＪＯＢＩＤ」　　実ＪＯＢＩＤは通常「¥JOB」文のＪＯＢ名と同じ
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ですが、加入者別多重起動機能を使用した場合は
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加入者コードがサフィックスとして付加された
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従属ＪＯＢＩＤが設定されます。
 
　　　　　　仮パラメータ置換はＪＯＢ起動時に行われますので、ＴＳＳ等からの再処理時は反映し
 
　　　　　　ません。必要ならば「RJ」コマンド実行時に仮パラメータ置換指定を行って下さい。
 
 
 
 
 



 
　　　　②　メッセージ表示機能
 
　　　　　ａ　本サブシステムの標準サポートメッセージ
 
　　　　　　・ＪＯＢの起動（注１），開始，終了時にそれぞれにまつわる各種メッセージをセンタ
 
　　　　　　　ーコンソール、又は端末に表示します。
 
　　　　　　・メッセージの表示先は、ＪＯＢ属性内のＤＩＳＰＬＡＹ区分により、以下のように
 
　　　　　　　決定されます。（注２）
 
　　　　　　　DISPLAY 区分　＝　「Ａ」の時  ：　ＶＩＳ端末より起動された場合は、その端末　
 
　　　　　　　　　　　（ＡＵＴＯ）　　　　　　　に表示し、その他の場合はセンターコンソール
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に表示する。（既定値）
 
　　　　　　　DISPLAY 区分　＝　「Ｂ」の時　：　ＶＩＳ端末とセンターとの両方に表示する。
 
　　　　　　　　　　　（ＢＯＴＨ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　DISPLAY 区分　＝　「Ｃ」の時　：　センターコンソールに表示する。
 
　　　　　　　　　　　（ＣＥＮＴＥＲ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　DISPLAY 区分　＝　「Ｎ」の時　：　どこにも表示しない。
 
　　　　　　　　　　　（ＮＯ）　　　　　　　　　
 
 
 
　　　　　　　注１　サブルーチン「VJSRUNJ 」「VJSRUNJ2」においては、メッセージはそのまま親
 
　　　　　　　　　　プログラムに返却するので、親プログラムにて画面に表示する必要がある。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　注２　ＪＯＢ管理ファイルＩ／Ｏエラー等による、ＪＯＢ管理システムのＪＣＬマク
 
　　　　　　　　　　ロそのものの異常終了時のメッセージは、センターに出力される。
 



 
　　　　③　ステップ間排他機能
 
　　　　・　本機能は異なるＪＯＢ同士で、任意のＳＴＥＰ群が同時に走行する事を防止する為の
 
　　　　　　機能です。
 
　　　　　　ＪＯＢ内の限られた部分のみの他ＪＯＢとの同時走行を禁止する事が出来るので、ＪＯ
 
　　　　　　Ｂ間排他管理よりもＪＯＢ全体のスループットを低下させる事なしに、必要な排他管理
 
　　　　　　を行なう事が可能です。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　ＪＯＢ１　　　　　　　　　　　ＪＯＢ２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　│┏━━━┷━━━┓│　　　　│┏━━━┷━━━┓│　　　　　　　　　　　　　　　　　
　┏┿┫  ¥VJLOCK 　　┣┿┓　　┏┿┫　¥VJLOCK 　　┣┿┓　　　　　　　　　　　　　　　　
　┃│┃  LOCKID=ABC　┃│┃　　┃│┃　LOCKID=ABC　┃│┃　　　　　　　　　　　　　　　　
　┃│┗━━━┯━━━┛│┃　　┃│┗━━━┯━━━┛│┃　　　　　　　　　　　　　　　　
　┃│　　　　│　　　　│┃　　┃│　　　　│　　　　│┃　　　　　　　　　　　　　　　　
　┃│┏━━━┷━━━┓│┃　　┃│┏━━━┷━━━┓│┃　　　　　　　　　　　　　　　　
　┃│┃業　務　　　　┃│┃　　┃│┃業　務　　　　┃│┃　　　　　　　　　　　　　　　　
　┃│┃　　プログラム┃│┃　　┃│┃　　プログラム┃│┃　　　　　　　　　　　　　　　　
　┃│┗━━━┯━━━┛│┃　　┃│┗━━━┯━━━┛│┃　　　　　　　　　　　　　　　　
　┃│　　　　│　　　　│┃　　┃│　　　　│　　　　│┃　　　　　　ＪＯＢ３　　　　　　
　┃│　　　　│　　　　│┃　　┃│　　　　　　　　　│┃　　　　　　　　　　　　　　　　
　┃│　　　　　　　　　│┃　　┃│　　　　│　　　　│┃　　┌─────────┐　　　
　┃│　　　　　　　　　│┃　　┃│┏━━━┷━━━┓│┃　　│　　　　　　　　　│　　　
　┃│　　　　│　　　　│┃　　┃│┃　¥VJRUN  　　┃│┃　　│　　　　　　　　　│　　　
　┃│　　　　│　　　　│┃　　┃│┃　SFN=JOB3　　┃│┃　　│┏━━━━━━━┓│　　　
　┃│┏━━━┷━━━┓│┃　　┗┿┫　LOCKID=ABC　┣┿┻━┳┿┫　¥VJSTART　　┣┿┓　　
　┃│┃　¥VJUNLK 　　┃│┃　　　│┗━━━┯━━━┛│　　┃│┃　　　　　　　┃│┃　　
　┗┿┫　　　　　　　┣┿┛　　　│　　　　│　　　　│　　┃│┗━━━┯━━━┛│┃　　
　　│┗━━━┯━━━┛│　　　　│　　　　│　　　　│　　┃│　　　　│　　　　│┃　　
　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　┃│┏━━━┷━━━┓│┃　　
　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　┃│┃業　務　　　　┃│┃　　
　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　┃│┃　　プログラム┃│┃　　
　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　┃│┗━━━┯━━━┛│┃　　
　　│　　　　　　　　　│　　　　│　　　　　　　　　│　　┃│　　　　│　　　　│┃　　
　　│　　　　　　　　　│　　　　│　　　　　　　　　│　　┃│　　　　│　　　　│┃　　
　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　┃│　　　　│　　　　│┃　　
　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　┃│┏━━━┷━━━┓│┃　　
　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　┃│┃　¥VJUNLK 　　┃│┃　　
　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　┗┿┫　LOCKID=ABC　┣┿┛　　
　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　│┗━━━┯━━━┛│　　　
　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　│　　　　│　　　　│　　　
　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　　│　　　│　　　　│　　　　│　　　
 
　　　　　　・上図において、ＪＯＢ１，２，３の太枠部分は、同時に走行する事がない。
　　　　　　　尚、ＪＯＢ３はＪＯＢ２より「¥VJRUN」で起動され、その際ステップ排他を引き継い
　　　　　　　でいる。



 
　　　　　ａ　ステップ間排他の開始
 
　　　　　　　専用のＪＣＬマクロ「¥VJLOCK 」にて行います。
 
　　　　　　　指定されたステップ排他識別（ＬＯＣＫＩＤ）をＶＪ管理Ｆに登録する事により、
 
　　　　　　　ステップ排他を開始します。既に、他ＪＯＢによって同一ＬＯＣＫＩＤが登録されて
 
　　　　　　　いる場合は、それが解除されるまで自動的に待ち合わせます。
 
　　　　　ｂ　ステップ間排他の解除
 
　　　　　　　通常は、専用のＪＣＬマクロ「¥VJUNLK 」にて行います。
 
　　　　　　　指定されたＬＯＣＫＩＤをＶＪ管理Ｆから削除する事により、ステップ間排他を解除
 
　　　　　　　します。
 
　　　　　　　ＬＯＣＫＩＤを省略した場合は、その時そのＪＯＢが排他している全てのＬＯＣＫＩ
 
　　　　　　　Ｄを解除します。
 
　　　　　　　尚、以下の場合にも全てのＬＯＣＫＩＤを解除します。
 
　　　　　　　　・正常終了又は、再処理不要のＪＯＢが異常終了した場合
 
　　　　　　　　・「¥VJLOCK 」実行時、そのＪＯＢが既にステップ間排他を行っている場合
 
　　　　　　　　　（これは、ステップ間排他によるＤＥＡＤＬＯＣＫを防止する為）
 



 
　　　　④　異常後再処理支援機能
 
　　　　・　再処理必須のＪＯＢが異常終了した場合、異常終了の原因を除去後（ＪＣＬの修正，プ
 
　　　　　　ログラムの修正等）ＴＳＳ、又はセンターコンソールよりそのＪＯＢを起動すると、
 
　　　　　　再処理モードという事でＪＯＢが実行されます。
 
　　　　・　この時、最初の起動時のＶＩＳＪＯＢ管理パラメータ、起動元情報等はそのまま引き継
 
　　　　　　がれます。
 
　　　　・　再処理開始時に、「¥VJSTART」よりオペレーターに対し、処理確認要求（注１）がなさ
 
　　　　　　れます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　ここで「YES 」を入力すると再処理が実行に移され、「NO」を入力すると再処理は行わ
 
　　　　　　れず、ＪＯＢは異常状態のままになります。これは不用意に再処理をしてしまう事を　
 
　　　　　　防止する為です。
 
　　　　・　本サブシステムの提供するサブルーチン「VJ_FSTART 」「VJ_FNOTE」を利用者プログラ
 
　　　　　　ムにて使用すると、ＶＳＡＳファイルやデータベースに対する静止点と入力及び出力用
 
　　　　　　に使用する標準編成ファイルに対する静止点も確立出来ます。
 
　　　　　　そういったプログラムを異常終了後再処理した場合は、自動的に異常終了した際の最後
 
　　　　　　の静止点から実行が再開されます。
 
　　　　・　再処理時には、必ず「¥VJSTART」「¥VJEND」が必要です。従ってＪＣＬから再処理には
 
　　　　　　不要な部分を削除する際も「¥VJSTART」と「¥VJEND」は残すようにして下さい。
 
　　　　・　再処理時の各メッセージは、センターに表示されます。
 
　　　　注１）「Ｎ－－（ＪＯＢ名称）－－Ｎ　再処理しますか？」
 



 
　　３－５　運用支援機能
 
　　　　①　ＪＯＢ実行状況検索機能
 
　　　　　　専用のＶＩＳＴＰＰ画面よりＪＯＢの実行状況、及び実行履歴が検索可能です。
 
　　　　　　検索の単位としては、ＪＯＢグループ別と起動元加入者別が用意されています。
 
　　　　　　又、専用ＪＣＬマクロ「¥VJLIST 」によりＪＯＢ実行状況一覧表を出力する事が可能
 
　　　　　　です。
 
　　　　②　管理ファイルメンテナンス機能
 
　　　　　　専用のＶＩＳＴＰＰ画面によりＪＯＢ情報やＪＯＢグループ情報を更新可能です。
 
　　　　　　又、専用ＪＣＬマクロ「¥VJLIST 」によりＪＯＢ情報一覧等の管理情報一覧を出力可能
 
　　　　　　です。
 
　　　　③　ＪＯＢ稼働実績取得機能
 
　　　　　　本サブシステム内に蓄積されたＪＯＢ実行履歴情報とＳＭＦ情報を突き合わせ、ＪＯＢ
 
　　　　　　稼働実績情報を取得する事が可能です。
 
　　　　　　この情報から各種ＪＯＢ稼働実績表の出力が可能です。
 
　　　　④　ＪＯＢ実行履歴抹消機能
 
　　　　　　本サブシステム内に蓄積されたＪＯＢ実行履歴情報を、ＪＯＢグループ単位に削除しま
 
　　　　　　す。同時にそのＪＯＢグループ内のＪＯＢの現在保留指数値を初期保留指数値に戻しま
 
　　　　　　す。
 



 
　　　　⑤　ＪＯＢ自動登録機能
 
　　　　・　ＶＪ起動時に、起動しようとしたＪＯＢが本サブシステムに未登録ならば、自動的に
 
　　　　　　登録する事が可能です。
 
　　　　・　この時ＪＯＢグループコードは「VJSYS 」となります。但し、システムインストール時
 
　　　　　　にＪＯＢＩＤの何桁目から何桁をＪＯＢグループとするかを定義しておけば、それに従
 
　　　　　　ってＪＯＢグループコードが取得されます。（ＪＯＢグループコードは予め登録してお
 
　　　　　　く必要があります。）
 
　　　　・　又、各種ＪＯＢ属性情報もシステムインストール時に定めた値が採用されます。
 
　　　　⑥　簡易導入支援機能
 
　　　　・　通常、ＪＯＢの先頭に「¥VJSTART」、最後に「¥VJEND」が必要ですが、それらのＪＣＬ
 
　　　　　　マクロが存在しないＪＯＢも、以下のような制限下で本サブシステムの管理下におく事
 
　　　　　　が出来ます。
 
　　　　　・　ＶＪ起動の場合のみ、本サブシステム配下のＪＯＢとみなされます。
 
　　　　　・　ＪＯＢが実際には実行中であったとしても本サブシステムにおけるＪＯＢ状態は、
 
　　　　　　　「待機中」となります。
 
　　　　　・　ＪＯＢの正常終了の検出も監視ＴＰＰにより行うので、実際にＪＯＢが終了した後も
 
　　　　　　　暫く（２～３分）は「待機中」のままになります。
 
　　　　　・　ＶＩＳＪＯＢ管理パラメータのＪＯＢに対する引き継ぎは出来ません。
 
　　　　　・　再処理時は必ず「¥VJSTART」「¥VJEND」マクロが必要です。逆に言えば、再処理不要
 
　　　　　　　のＪＯＢにのみ本機能を使用した方が無難です。
 



 
　　４　画面プログラム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　この章では、本サブシステムの提供するＶＩＳ画面処理について説明します。
 
 
 



 
　　４－１　ＪＯＢグループ一覧画面
 
　　　　・　ＪＯＢ管理システムに登録されている全てのＪＯＢグループコード、ＪＯＢグループ　
 
　　　　　　名称、稼働中及び稼働済みのＪＯＢ数を表示します。
 
　　　　・　本画面よりＪＯＢグループを指定して、ＪＯＢ実行状況検索画面を呼び出す事が可能
 
　　　　　　です。
 



 
　　　　　　※　ＪＯＢグループ一覧入力項目説明
 
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　入力項目　│　　　　値　　　　　│　　　　　説　　　　明　　　　　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃　処理　　　│　　０　又は　空白　│現在頁の最新の状況を再表示する。┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　１　［頁№］　　│指定された頁を表示する。　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│頁№を省略した場合は次頁を表示す┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│指定された頁が存在しない場合は最┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│終頁を表示する。　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　２　　　　　│指定された№のＪＯＢグループに関┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│するＪＯＢ実行状況一覧画面を呼び┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│出す。　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　７　　　　　│操作説明画面を呼び出す。　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　９　　　　　│処理を終了し、メニューに戻る。　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃　上記の№　│　　１　～　３０　　│処理の値が２，３，Ｍ，Ｃ，Ｐ，Ｔ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│Ｙ，Ｂ，Ｋの時処理対象帳票の№を┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│指定する。　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



 
　　４－２　ＪＯＢ実行状況検索画面
 
　　　　①　ＪＯＢグループ別ＪＯＢ実行状況検索
 
　　　　・　指定されたＪＯＢグループ内のＪＯＢ実行状況を表示します。
 
　　　　・　PF16キーを押す毎にＪＯＢ実行状況一覧画面とＪＯＢ実行パラメータ一覧画面が切り替
 
　　　　　　わります。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
　　　　　　※　ＪＯＢグループ別ＪＯＢ実行状況検索入力項目説明
 
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　入力項目　│　　　　値　　　　　│　　　　　説　　　　明　　　　　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃　処理　　　│　　０　又は　空白　│現在頁の最新の状況を再表示する。┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　１　［頁№］　　│指定された頁を表示する。　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│頁№を省略した場合は次頁を表示す┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│指定された頁が存在しない場合は最┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│終頁を表示する。　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　２　　　　　│指定された№のＪＯＢからＶＷシス┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│テムに対して登録された帳票の出力┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│状況一覧画面を呼び出す。　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　４　　　　　│ＪＯＢ実行パラメータ一覧画面にお┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│いて、表示されているパラメータを┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│４０バイト分右に移動する。　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　５　　　　　│ＪＯＢ実行パラメータ一覧画面にお┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│いて、表示されているパラメータを┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│４０バイト分左に移動する。　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　７　　　　　│操作説明画面を表示する。　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｒ JOBｸﾞﾙｰﾌﾟｺｰﾄﾞ│指定されたＪＯＢグループに関する┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│情報を表示する。　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　８　　　　　│前画面に戻る。　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　９　　　　　│処理を終了し、メニューに戻る。　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃　上記の№　│　　１　～　１４　　│処理の値が２の時検索対象ＪＯＢの┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│№を指定する。　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
　　　　　　　※処理状況欄の表示内容は２－３のＪＯＢ状態に準じますが、異常終了中の場合は
　　　　　　　　「異常終了」の文字が赤く表示されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　



 
　　　　②　加入者別ＪＯＢ実行状況検索
 
　　　　・　指定された加入者から起動されたＪＯＢの実行状況を表示します。
 
　　　　・　PF16キーを押す毎にＪＯＢ実行状況一覧画面とＪＯＢ実行パラメータ一覧画面が切り替
 
　　　　　　わります。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
　　　　　　※　加入者別ＪＯＢ実行状況検索入力項目説明
 
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━┓
　　　　　　　　┃　入力項目　│　　　　値　　　　　│　　　　　説　　　　明　　　　　┃
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━┫
　　　　　　　　┃　処理　　　│　　０　又は　空白　│現在頁の最新の状況を再表示する。┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　１　［頁№］　　│指定された頁を表示する。　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│頁№を省略した場合は次頁を表示す┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│指定された頁が存在しない場合は最┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│終頁を表示する。　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　２　　　　　│指定された№のＪＯＢからＶＷシス┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│テムに対して登録された帳票の出力┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│状況一覧画面を呼び出す。　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　４　　　　　│ＪＯＢ実行パラメータ一覧画面にお┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│いて、表示されているパラメータを┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│４０バイト分右に移動する。　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　５　　　　　│ＪＯＢ実行パラメータ一覧画面にお┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│いて、表示されているパラメータを┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│４０バイト分左に移動する。　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　７　　　　　│操作説明画面を表示する。　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｒ　加入者コード│指定された加入者から起動されたＪ┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│ＯＢ情報を表示する。　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　８　　　　　│前画面に戻る。　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　９　　　　　│処理を終了し、メニューに戻る。　┃
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨
　　　　　　　　┃　上記の№　│　　１　～　１４　　│処理の値が２の時検索対象ＪＯＢの┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│№を指定する。　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━┛
　　　　　　　※処理状況欄の表示内容は２－３のＪＯＢ状態に準じますが、異常終了中の場合は
　　　　　　　　「異常終了」の文字が赤く表示されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　



 
　　４－３　ＪＯＢ情報メンテナンス
 
　　　　　・ＪＯＢＩＤ毎に、ＪＯＢ情報をメンテナンスします。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
 
 



 
　　　　　　※　ＪＯＢ情報メンテナンス入力項目説明
 
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　入力項目　│　　　　値　　　　　│　　　　　説　　　　明　　　　　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃　処理　　　│　Ｒ　［ＪＯＢＩＤ］│指定されたＪＯＢ情報を表示する。┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│ＪＯＢＩＤが省略された場合は現在┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│表示中のＪＯＢ情報を再表示する。┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　Ｗ　［ＪＯＢＩＤ］│指定されたＪＯＢ情報として現在表┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│示中の情報を書き込む。ＪＯＢＩＤ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│が省略された場合は現在表示中のＪ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│ＯＢ情報を更新する。　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　Ｄ　　　　　　　　│現在表示中のＪＯＢ情報を削除する┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　Ｆ　［文字列］　　│指定された文字列以上の値を持つＪ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│ＯＢ情報を表示する。　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│文字列が省略された場合は現在表示┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│中のＪＯＢ情報の次のＪＯＢ情報を┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│表示する。　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　９　又は　Ｅ　　　│処理を終了し、メニューに戻る。　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃ＪＯＢ名称　│　　ＪＯＢ名称　　　│ＪＯＢ名称を指定する。　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｎ（１０）及び　│省略するとＪＯＢＩＤが２バイト系┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｎ（２０）　　　│となったものがＪＯＢ名称となる。┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│Ｎ（２０）の方は正式名称となるが┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│通常画面等で表現される場合はＮ（┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│１０）の方が使用される。　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃ライブラリ名│ＪＣＬ格納ライブラリ│そのＪＯＢのＪＣＬが格納されてい┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│の外部ファイル名　　│るライブラリの外部ファイル名を指┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｘ（４４）　　　│定する。　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│省略すると、本サブシステムインス┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│トール時に定めた既定値が採用され┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃サブファイル│ＪＣＬ格納サブファイ│そのＪＯＢのＪＣＬが格納されてい┃　
　　　　　　　　┃名　　　　　│ル名　　　　　　　　│るサブファイル名を指定する。　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｘ（３１）　　　│省略するとＪＯＢＩＤがサブファイ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│ル名とみなされる。　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃初期保留指数│　初期保留指数　　　│そのＪＯＢの初期保留指数を指定す┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｓ９（１）　　　│る。　　　　　　　　　既定値＝０┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　－９～９　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃現在保留指数│　現在保留指数　　　│そのＪＯＢの現在保留指数を指定す┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｓ９（１）　　　│る。　　　　　　　　　既定値＝０┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　－９～９　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃ＪＯＢクラス│　ＪＯＢクラス　　　│そのＪＯＢをＶＪ起動した場合の実┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｘ（０１）　　　│行ＪＯＢクラスを指定する。　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　Ｃ～Ｚ　　　　│省略した場合や、マニュアル起動し┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│た場合のＪＯＢクラスはＪＣＬ記述┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│に従う。　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━┛　



 
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　入力項目　│　　　　値　　　　　│　　　　　説　　　　明　　　　　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃要求登録区分│　　　　０　　　　　│要求登録を行わない。　　　既定値┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　１　　　　　│要求登録を行う。　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃起動チェック│　　　　Ｐ　　　　　│パスワードによるチェックを行う。┃　
　　　　　　　　┃区分　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　Ｔ　　　　　│端末ＩＤによるチェックを行う。　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　Ａ　　　　　│パスワードと端末ＩＤ双方のチェッ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│クを行う。　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｎ　又は　△　　│チェック無し。　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃メッセージ　│　　　　Ｃ　　　　　│センターコンソールに表示する。　┃　
　　　　　　　　┃表示先　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　Ａ　　　　　│起動元に応じてセンターコンソール┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│又はＶＩＳ端末に表示する。　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　Ｂ　　　　　│センターコンソールとＶＩＳ端末双┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│方に表示する。　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　Ｎ　　　　　│どこにも表示しない。　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃異常終了時処│　　　　０　　　　　│再処理が必須である。　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃置　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　１　　　　　│再処理は不要である。　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃加入者ｵﾌﾟｼｮﾝ│　　　　Ｙ　　　　　│加入者別多重起動機能を使用する。┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　Ｎ　　　　　│加入者別多重起動機能を使用しない┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃手動起動区分│　　　　Ｙ　　　　　│マニュアル起動を許可する。  　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　Ｎ　　　　　│マニュアル起動を禁止する。　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃保留起動区分│　　　　Ｙ　　　　　│保留起動を受け付ける。　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　Ｎ　　　　　│保留起動を受け付けない。　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
　　　　　　　※要求登録区分～保留起動区分の各値は、省略すると本サブシステムインストール　
　　　　　　　　時に設定した既定値がとられる。



 
　　４－４　ＪＯＢグループ情報メンテナンス
 
　　　　　・ＪＯＢグループの登録、削除を行います。
 
　　　　　・ＪＯＢグループ毎に、所属しているＪＯＢのマルチ管理識別、ＪＯＢ間排他識別等の
 
　　　　　　値を更新します。
 



 
　　　　　　※　ＪＯＢグループ情報メンテナンス入力項目説明
 
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　入力項目　│　　　　値　　　　　│　　　　　説　　　　明　　　　　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃　処理　　　│　Ｒ　[JOBｸﾞﾙｰﾌﾟCD] │指定されたＪＯＢグループ情報を表┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│示する。ＪＯＢグループＣＤが省略┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│された場合は現在表示中のＪＯＢグ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│ループ情報を再表示する。　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　１　［頁№］　　　│指定された頁を表示する。　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│頁№を省略した場合は次頁を表示す┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　Ｗ　[JOBｸﾞﾙｰﾌﾟCD] │指定されたＪＯＢグループ情報とし┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│て現在表示中の情報を書き込む。Ｊ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│ＯＢグループＣＤが省略された場合┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│は現在表示中のＪＯＢグループ情報┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│を更新する。　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　Ｄ　　　　　　　　│現在表示中のＪＯＢグループ情報を┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│削除する。　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　Ｆ　［文字列］　　│指定された文字列以上の値を持つＪ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│ＯＢグループ情報を表示する。　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│文字列が省略された場合は現在表示┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│中のＪＯＢグループ情報の次のＪＯ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│Ｂグループ情報を表示する。　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　９　又は　Ｅ　　　│処理を終了し、メニューに戻る。　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃ＪＯＢグルー│ＪＯＢグループ名称　│ＪＯＢグループ名称を指定する。　┃　
　　　　　　　　┃プ名称　　　│　　Ｎ（１０）　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃　　Ｃ　　　│ＪＯＢ状態　　　　　│そのＪＯＢの現在の状態が表示され┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｘ（０１）　　　│更新可能であるが通常は本項目のメ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│ンテナンスはしない事。　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃　　Ｍ　　　│マルチ管理識別値　　│同一ＪＯＢグループ内で、本項目の┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｘ（０１）　　　│値が同じＪＯＢ同士がマルチＪＯＢ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│管理の対象となる。　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃　　Ｋ　　　│ＪＯＢ間排他識別値　│同一ＪＯＢグループ内で、本項目の┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｘ（０１）　　　│値が同じＪＯＢ同士がＪＯＢ間排他┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│管理の対象となる。　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━┛　



 
　　５　ＪＣＬマクロ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　この章では、本サブシステムで用意しているＪＣＬマクロについて説明します。
 
 
 
　　次頁からのそれぞれのＪＣＬマクロの説明では省略していますが、全ＪＣＬマクロに共通な　　
 
　　パラメータとして、ＯＣＣパラメータがあります。
 
　　これは、マルチＶＩＳ環境下で本システムを運用する場合にどのＶＩＳ配下のＪＯＢで
 
　　あるかを、「ＯＣＣ＝ｎ」（ｎはＶＩＳのオカレンス№（１～９））の形式で指定する
 
　　為のパラメータです。
 
　　ＯＣＣパラメータを省略した場合は、既定値として通常「１」となりますが、本サブシステム
 
　　のインストール時に別の値を設定しておく事も可能です。
 



 
　　５－１　ＶＪＳＴＡＲＴ
 
　　　　　・　ＶＪＳＴＡＲＴは、本サブシステムにて管理されるＪＯＢの先頭で実行して下さい。
 
　　　　①　機　能
 
　　　　　・　ＪＯＢ開始、再開にともなう各種のチェックと実行環境の生成を行います。
 
　　　　　・　そのＪＯＢの開始可否のチェックは、マニュアル起動された場合に通常行われます。
 
　　　　　　　開始が不可でも、マルチ管理、要求登録、保留起動管理等が適用されているＪＯＢの
 
　　　　　　　場合はそれぞれに応じた処置を講じた後、自ＪＯＢとしてはリターンコード「ENQUE
 
　　　　　　　」にて正常終了します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　そうした処置も行う事が出来ないＪＯＢの場合はその旨をメッセージ表示し、再試行
 
　　　　　　　するか否かオペレーターの介入待ちとなります。「YES 」を入力すると再試行を行い
 
　　　　　　　「NO」を入力するとＪＯＢはリターンコード「NORUN 」にて異常終了します。
 
　　　　　　　（この場合、実行履歴も残りません。）
 
　　　　　・　ＶＪ起動されたＪＯＢの場合は、ＪＯＢ実行環境の生成のみ行います。
 
　　　　　・　異常終了後ＪＯＢの再開始時にも「Ｎ－ＪＯＢ名称－Ｎ　異常後再処理しますか？」
 
　　　　　　　というメッセージが表示され、オペレータの介入待ちとなります。　　　　　　　　
 
　　　　　　　「YES 」を入力すると再開始され、「NO」を入力するとＪＯＢはリターンコード
 
　　　　　　　「NORUN 」にて何も行わずに異常終了します。
 
　　　　　　　尚、指定によりこのオペレータ介入待ちを行わなくする事も可能です。
 
　　　　②　ＪＯＢ制御言語
 
　　　　　　　　┏━形　　式━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　┌Ａ┐　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃￥ＶＪＳＴＡＲＴ　［　ＤＩＳＰ＝　│Ｂ│　］　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　│Ｃ│　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　└Ｎ┘　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　［　，ＲＳＴ＝　┌Ｙ┐　］　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　└Ｎ┘　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
 
 
 
 
 
 



 
　　　　③　パラメータ説明
 
　　　　　　　　┏━━━━━┯━━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃パラメータ│　　　　値　　　　　│　　　　　説　　　　　明　　　　　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━┿━━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃ＤＩＳＰ　│　　Ａ　　　　　　　│メッセージの表示先を本マクロの実行┃　
　　　　　　　　┃　　　　　│　　Ｂ　　　　　　　│時のみ、管理ファイルの指定と変えた┃　
　　　　　　　　┃　　　　　│　　Ｃ　　　　　　　│い時指定する。　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　│　　Ｎ　　　　　　　│値は３－４－②参照の事。　　　　　┃　
　　　　　　　　┠─────┼──────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃ＲＳＴ　　│　　Ｙ　　　　　　　│異常後再処理時にオペレータの介入待┃　
　　　　　　　　┃　　　　　│　　　　　　　　　　│ちを行わず、そのまま再処理を実行す┃　
　　　　　　　　┃　　　　　│　　　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　│　　Ｎ　　　　　　　│異常後再処理時にオペレータの介入待┃　
　　　　　　　　┃　　　　　│　　　　　　　　　　│ちとする。　　　　　　　　　既定値┃　
　　　　　　　　┗━━━━━┷━━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
 



 
　　５－２　ＶＪＥＮＤ
 
　　　　・　ＶＪＥＮＤは、本サブシステムにて管理されるＪＯＢの最後で実行して下さい。
 
　　　　・　「¥WHEN 」文で「JUMP  ENDJOB」としているＪＯＢの場合は、本ＪＣＬマクロにラベル
 
　　　　　　を設け、そこにジャンプするように修正して下さい。
 
　　　　①　機　能
 
　　　　　・　本マクロが実行された時点のシステムステータスの状態によって、そのＪＯＢに対す
 
　　　　　　　る正常終了処置もしくは異常終了処置を行います。　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　（システムステータス値≧２５６の時異常終了とみなします）
 
　　　　②　ＪＯＢ制御言語
 
　　　　　　　　┏━形　　式━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃￥ＶＪＥＮＤ　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
 
　　　　③　使用例
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　000010　¥JOB  UJT_UCRM131 USER=FEL  REPORT=ABNORMAL;　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000020  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000030  JOBST :¥VJSTART  ;　　　　　　　　　　　　　　　　        ┃　
　　　　　　　　┃  000040                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000050　　　　　　　　　 :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000060        （ＪＯＢステップ記述）　　　　　　　　　　　　　　  ┃　
　　　　　　　　┃  000070                   :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000080    　　　　　　   :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000090  ¥WHEN STATUS EQ ABNORMAL JUMP JOBEND; 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000100  　　　　　　　   :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000110        （ＪＯＢステップ記述）　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000120                   :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000130　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000140  JOBEND:¥VJEND    ;　　　　　　　　　　　　　　　　        ┃　
　　　　　　　　┃  000150　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000160  ¥ENDJOB;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛



 
　　５－３　ＶＪＣＴＲＬ
 
　　　　①　機　能
 
　　　　　・　本サブシステム配下のＪＯＢの現在保留指数を変更します。
 
　　　　　・　本マクロを実行したＪＯＢの現在保留指数も変更可能です。
 
　　　　　・　ＪＯＢ指定の場合はそのＪＯＢに対して、ＧＲＰ指定の場合はそのＪＯＢグループに
 
　　　　　　　属する全てのＪＯＢに対して保留指数の変更を行います。
 
　　　　　・　本マクロを実行するＪＯＢは、本サブシステム配下でなくても構いません。
 
　　　　②　ＪＯＢ制御言語
 
　　　　　　　　┏━形　　式━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃￥ＶＪＣＴＲＬ┌ＪＯＢ＝ＪＯＢＩＤ　　　┐　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　└ＧＲＰ＝ＪＯＢグループ名┘　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　┌ＲＥＰ＝±ｎ┐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　│ＡＣＴ＝数値│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　│ＨＬＤ＝数値│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　└ＩＮＩＴ　　┘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　［，ＷＡＩＴ＝┌ＹＥＳ┐］　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　│ＮＯ　│　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　└ＪＯＢ┘　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　┌Ａ┐　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　［，ＤＩＳＰ＝│Ｂ│］　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　│Ｃ│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　└Ｎ┘　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　



 
　　　　④　パラメータ説明
 
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃パラメータ　│　　　　値　　　　　│　　　　　説　　　　明　　　　　┃　
　　　　　　　　┣━┯━━━━┿━━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃何│ＪＯＢ　│ＪＯＢＩＤ　　　　　│現在保留指数を変更したいＪＯＢの┃　
　　　　　　　　┃か│　又は　│　　Ｘ（１６）　　　│ＪＯＢＩＤを指定する。　　　　　┃　
　　　　　　　　┃必│ＳＦＮ　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃須├────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃　│ＧＲＰ　│ＪＯＢグループコード│現在保留指数を変更したいＪＯＢグ┃　
　　　　　　　　┃　│　　　　│　　Ｘ（０６）　　　│ループのコードを指定する。　　　┃　
　　　　　　　　┠─┴────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃　ＷＡＩＴ　│　　　ＹＥＳ　　　　│保留指数を変更したいＪＯＢが稼働┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│中の場合、要求中のＪＯＢも含めて┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│全てが正常終了するまで待ち合わせ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│てから保留指数の変更を行う。　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　ＮＯ　　　　　│保留指数を変更したいＪＯＢの状態┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│に関わらず即時に保留指数を変更す┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　既定値┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　ＪＯＢ　　　　│保留指数を変更したいＪＯＢの状態┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│に関わらず即時に保留指数を変更す┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│るが、現在そのＪＯＢが稼働中の場┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│合はそれが正常終了するまでは、本┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│処理としては待機し、先に進まない┃　
　　　　　　　　┠─┬────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃変│ＲＥＰ　│ｎ　又は　＋ｎ　　　│現在保留指数を指定された値に置換┃　
　　　　　　　　┃更│　　　　│　　又は　－ｎ　　　│する。　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃指│　　　　│　（０≦ｎ≦９）　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃定├────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃　│ＡＣＴ　│数値　９（２）　　　│現在保留指数から、指定された数値┃　
　　　　　　　　┃ど│　　　　│　　　　　　　　　　│をマイナスし、それを新たな現在保┃　
　　　　　　　　┃れ│　　　　│　　　　　　　　　　│留指数にする。　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃か├────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃一│ＨＬＤ　│数値　９（２）　　　│現在保留指数に、指定された数値を┃　
　　　　　　　　┃つ│　　　　│　　　　　　　　　　│プラスし、それを新たな現在保留指┃　
　　　　　　　　┃を│　　　　│　　　　　　　　　　│数にする。　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃指├────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃定│ＩＮＩＴ│な　し　　　　　　　│現在保留指数を初期保留指数に置換┃　
　　　　　　　　┃　│　　　　│　　　　　　　　　　│する。　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠─┴────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃ＤＩＳＰ　　│　┌Ａ┐　　　　　　│メッセージの表示先を、本マクロ　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　│Ｂ│　　　　　　│の実行時のみ、管理ファイルの指定┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　│Ｃ│　　　　　　│と変えたい時に指定する。　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　└Ｎ┘　　　　　　│値は、３－４－②参照の事。　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━┛
 



 
　　　　⑤　使用例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃  000010　¥JOB UJT_VTEST1 ; 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000020　             :　　　　　　　　　　　　　　　　            ┃　
　　　　　　　　┃　000030　　　　　　　 :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000040　　　　　　　 :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000050　¥VJCTRL JOB=AVEC_TEST1 ACT=1 ;　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000060　　　　　　　 :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000070　¥VJCTRL GRP=ZAIKO WAIT=YES REP=9; 　　　　　　            ┃　
　　　　　　　　┃  000080　             :            　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000090　             :          　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000100　             :          　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000110　¥ENDJOB;                　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
 



 
　　５－４　ＶＪＲＵＮ
 
　　　　①　機　能
 
　　　　　・　本サブシステム配下のＪＯＢを他のバッチＪＯＢから起動します。
 
　　　　　・　この時、起動されるＪＯＢに対して任意の情報を引継パラメータ、あるいは起動元と
 
　　　　　　　して引き渡す事が可能です。
 
　　　　　　　又、ステップ間排他情報の引き継ぎを行う事も可能です。
 
　　　　　・　起動しようとしたＪＯＢがその時点で起動不可能な場合は、そのＪＯＢの属性にかか
 
　　　　　　　わらず無条件に要求登録又は保留起動を行います。
 
　　　　　・　本マクロを実行するＪＯＢは、本サブシステム配下でなくても構いません。
 
　　　　②　ＪＯＢ制御言語
 
　　　　　　　　┏━形　　式━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃￥ＶＪＲＵＮ　ＪＯＢ＝ＪＯＢＩＤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　┌Ａ┐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　［，ＤＩＳＰ＝│Ｂ│］　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　│Ｃ│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　└Ｎ┘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　［，ＰＡＲＡＭ＝’引き渡しパラメータ’］　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　［，ＬＯＣＫＩＤ＝ステップ間排他識別　］　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　［，ＯＲＩＧＩＮ＝起動元　　　　　　　］　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　［，ＴＲＭＩＤ＝％ＴＲＭＩＤ　　　　　］　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　



 
　　　　③　パラメータ説明
 
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃パラメータ　│　　　　値　　　　　│　　　　説　　　　　明　　　　　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃ＪＯＢ　　　│ＪＯＢＩＤ　　　　　│起動したいＪＯＢのＪＯＢＩＤを指┃　
　　　　　　　　┃又は　　　　│　　Ｘ（１６）　　　│定する。　　　　　　　　（必須）┃　
　　　　　　　　┃ＳＦＮ　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃ＤＩＳＰ　　│　┌Ａ┐　　　　　　│メッセージの表示先を、本マクロの┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　│Ｂ│　　　　　　│実行時のみ管理ファイルの指定と変┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　│Ｃ│　　　　　　│えたい時に指定する。　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　└Ｎ┘　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│値は３－４－②参照の事。　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃ＰＡＲＡＭ　│‘VJ管理ﾊﾟﾗﾒｰﾀ’　　│起動するＪＯＢに引き渡したいＶＩ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　Ｘ（４０）以内　　│ＳＪＯＢ管理パラメータを指定する┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│省略すると、本マクロを実行したＪ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│ＯＢのＶＩＳＪＯＢ管理パラメータ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│がそのまま引き継がれる。　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃ＬＯＣＫＩＤ│ＡＬＬ　　　　　　　│起動するＪＯＢに引き継ぎたいステ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│ステップ排他識別　　│ップ排他識別を指定する。　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　Ｘ（１０）以内　　│ＡＬＬは全ての排他を引き継ぐ。　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│省略すると何も引き継がない。　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃ＯＲＩＧＩＮ│ＲＯＮ　　　　　　　│起動されるＪＯＢの起動元を起動元┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│ＪＯＢのＪＯＢ生起番号とする。　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　既定値┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│ＰＡＳＳ　　　　　　│起動されるＪＯＢの起動元を起動元┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│のＪＯＢの起動元とする。　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│起動元　　　　　　　│任意の起動元情報を設定する。　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　Ｘ（８）以内　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼──────────┼────────────────┨　
　　　　　　　　┃ＴＲＭＩＤ　│　％ＴＲＭＩＤ　　　│通常は必要ないが、簡易導入支援機┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│能を利用したＪＯＢ（「¥VJSTART」┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│「¥VJEND」のないＪＯＢ）にて本Ｊ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│ＣＬマクロを実行する場合は本指定┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　　│が必須である。　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━┛　



 
　　　　④　使用例
 
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　000010  ¥JOB UJT_VTEST3;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000020　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000030  ¥VJSTART  ; 　　　　　　　　　　　　　　　　　　          ┃　
　　　　　　　　┃  000040　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000050  ¥VJRUN JOB=AVEC_TEST1 PARAM='30181456'　; 　　            ┃　
　　　　　　　　┃  000060　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000070  ¥VJLOCK LOCKID=VTEST;       　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000080                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000090            :                     　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000100            : 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000110　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000120  ¥VJRUN JOB=AVEC_TEST3 ORIGIN=UJT_VTEST3 LOCKID=VTEST;     ┃　
　　　　　　　　┃  000130　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000140  ¥VJEND ;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000150  ¥ENDJOB;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
 
 
 



 
　　５－５  ＶＪＩＮＩＴ
 
　　　　①　機　能
 
　　　　　・　ＪＯＢグループ毎に、各ＪＯＢの保留指数の初期設定、並びにＪＯＢの実行履歴情報
 
　　　　　　　の抹消を行います。
 
　　　　　　　但し、本マクロを実行したＪＯＢのＪＯＢグループを初期化しようとした場合は、　
 
　　　　　　　そのＪＯＢ以外の情報を抹消します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・　初期化しようとしたＪＯＢグループ内に１つでも「待機中」、もしくは「実行中」の
 
　　　　　　　ＪＯＢが存在する時は（自ＪＯＢを除く）それらの実行終了を待ち合わせます。　　
 
　　　　　・　初期化しようとしたＪＯＢグループ内に異常終了中の再処理必須ＪＯＢが存在した
 
　　　　　　　場合は「Ｎ－（ＪＯＢＩＤ）－Ｎ　異常終了中！！」「＊＊＊　然るべき処置を施し
 
　　　　　　　ＹＥＳを入力すること」というメッセージが表示され、オペレータの介入待ちとなり
 
　　　　　　　ますので、そのＪＯＢに対する再処理を行った後で「YES 」と入力して下さい。　　
 
　　　　　　　尚、ここで「GO」と入力すると異常終了中のＪＯＢを無視して初期化を行います。
 
　　　　　・　前回の初期化時から、今回の初期化時までのＪＯＢの実行状況をリストに出力します
 
　　　　　・　本マクロを実行するＪＯＢは、本サブシステム配下でなくても構いません。
 
　　　　②　ＪＯＢ制御言語
 
　　　　　　　　┏━形　　式　１━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃￥ＶＪＩＮＩＴ　ＧＲＰ＝ＪＯＢグループコード　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　［，ＬＩＳＴ＝　ＹＥＳ　　　　　　　　　　］　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　ＮＯ　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　［，ＰＲＦＩＬＥ＝（プリントファイル記述）］　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　



 
　　　　③　パラメータ説明
 
　　　　　　　　┏━━━━━┯━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃パラメータ│　　　値　　　　│　　　　　説　　　　　　明　　　　　　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━┿━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃ＧＲＰ　　│ＪＯＢグループ　│初期化したいＪＯＢグループのＪＯＢグル┃　
　　　　　　　　┃　　　　　│　　　　コード　│ープコードを指定する。　　　　（必須）┃　
　　　　　　　　┃　　　　　│　Ｘ（０６）　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠─────┼────────┼───────────────────┨　
　　　　　　　　┃ＬＩＳＴ　│ＹＥＳ　　　　　│初期化前、ＪＯＢ実行状況リストを出力す┃　
　　　　　　　　┃　　　　　│　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　　　　既定値┃　
　　　　　　　　┃　　　　　│Ｎ　Ｏ　　　　　│初期化前、ＪＯＢ実行状況リストを出力し┃　
　　　　　　　　┃　　　　　│　　　　　　　　│ない。　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━┷━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
 
　　　　④　使用例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　000010  ¥JOB  JAVJINIT    USER=FEL REPORT=ABNORMAL; 　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000020　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000030  ¥VJSTART  ; 　　　　　　　　　　　　　　　　　            ┃　
　　　　　　　　┃  000040　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000050　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000060  INIT1   :¥VJINIT GRP=VJSYS LIST=NO; 　　　　　            ┃　
　　　　　　　　┃  000070                                    　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000080　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000090  INIT2   :¥VJINIT GRP=AVECS                  　            ┃　
　　　　　　　　┃  000100　　　　　　PRFILE=(AVEC.PR SUBFILE=VJINIT_AVEC SHARE=DIR); ┃　
　　　　　　　　┃  000110　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000120  ¥ENDJOB;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
 
 
 



 
　　５－６　ＶＪＬＯＣＫ
 
　　　　①　機　能
 
　　　　　・　指定されたステップ間排他識別を用いてステップ間排他を開始します。
 
　　　　　・　同一ステップ間排他識別による排他が既に他ＪＯＢ等によりされている場合は、それ
 
　　　　　　　が解除されるのを自動的に待ち合わせます。
 
　　　　　・　形式２を用いて、複数のステップ間排他識別を指定した場合、そのうち一つでも既に
 
　　　　　　　他から排他されているものがあれば、それ以外の排他の開始も行わず、それが解除さ
 
　　　　　　　れるのを待ち合わせます。即ち同時に複数のステップ間排他をかけたい場合は形式２
 
　　　　　　　を用いて下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・　本マクロを実行したＪＯＢが既にステップ間排他を行っている場合はそれらを一旦解
 
　　　　　　　除した上で新たに指定されたステップ間排他を開始します。これはステップ間排他に
 
　　　　　　　よるＪＯＢ同士のデッドロックを防止する為の処置です。
 
　　　　②　ＪＯＢ制御言語
 
　　　　　　　　┏━形　　式　１━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃￥ＶＪＬＯＣＫ　ＬＯＣＫＩＤ＝ステップ間識別　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　┏━形　　式　２━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃￥ＶＪＬＯＣＫ　ＰＡＲＦＩＬＥ＝（入力データファイル記述）　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
 
　　　　③　パラメータ言語（形式２使用時）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　　┏━形　　式━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃ＬＯＣＫＩＤ＝ステップ間排他識別　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
 
　　　　　　　　　規則（１）　１行には一つのみのステップ間排他を指定出来る。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（２）　同時に指定出来るステップ間排他識別は最大１０個である。
 
 



 
　　　　④　パラメータ説明
 
　　　　　　　　┏━━━━━┯━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃パラメータ│　　　値　　　　│　　　　　説　　　　　　明　　　　　　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━┿━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃LOCKID  　│ステップ間排他　│排他を開始したいステップ間排他識別を　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　│識別　　　　　　│指定する。　　　　　　　　　　（必須）┃　
　　　　　　　　┃　　　　　│　Ｘ（１０）　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━┷━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　⑤　使用例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　000010  ¥JOB  UJT_UCRM999 USER=FEL REPORT=ABNORMAL; 　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000020　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000030  ¥VJSTART  ; 　　　　　　　　　　　　　　　　　            ┃　
　　　　　　　　┃  000040　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000050　¥VJLOCK PARFILE=LOCKP;              　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000060  ¥INPUT  LOCKP;                  　　　　　　　            ┃　
　　　　　　　　┃  000070   LOCKID=LOCK1                   　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000080   LOCKID=LOCK2                   　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000090  ¥ENDINPUT;                        　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000100                       :      　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000110　　　　　　　　　　　 :　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000120  ¥VJUNLK;                                    　            ┃　
　　　　　　　　┃  000130　　　　　　                                                ┃　
　　　　　　　　┃  000140　¥VJEND;             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000150  ¥ENDJOB;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
 
 
 



 
　　５－７　ＶＪＵＮＬＫ
 
　　　　①　機　能
 
　　　　　・　指定されたステップ間排他識別によるステップ間排他を解除します。
 
　　　　　・　ステップ間排他識別を指定されなかった場合はその時点で排他している全てのステッ
 
　　　　　　　プ間排他を解除します。
 
　　　　②　ＪＯＢ制御言語
 
　　　　　　　　┏━形　　式　１━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃￥ＶＪＵＮＬＫ　［ＬＯＣＫＩＤ＝ステップ間識別］　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　┏━形　　式　２━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃￥ＶＪＵＮＬＫ　ＰＡＲＦＩＬＥ＝入力データファイル記述；　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
 
　　　　③　パラメータ言語（形式２使用時）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　　┏━形　　式━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃ＬＯＣＫＩＤ＝ステップ間排他識別　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
 
　　　　　　　　　規則（１）　１行には一つのみのステップ間排他を指定出来る。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（２）　同時に指定出来るステップ間排他識別は最大１０個である。
 
 



 
　　　　④　パラメータ説明
 
　　　　　　　　┏━━━━━┯━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃パラメータ│　　　値　　　　│　　　　　説　　　　　　明　　　　　　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━┿━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃LOCKID  　│ステップ間排他　│ステップ間排他を解除したいステップ間　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　│識別　　　　　　│排他識別を指定する。　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　│（Ｘ（１０））　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━┷━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
 
　　　　⑤　使用例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　000010  ¥JOB  UJT_UCRM999 USER=FEL REPORT=ABNORMAL; 　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000020　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000030  ¥VJSTART  ; 　　　　　　　　　　　　　　　　　            ┃　
　　　　　　　　┃  000040　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000050　¥VJLOCK PARFILE=LOCKP;              　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000060  ¥INPUT  LOCKP;                  　　　　　　　            ┃　
　　　　　　　　┃  000070   LOCKID=LOCK1                   　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000080   LOCKID=LOCK2                   　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000090  ¥ENDINPUT;                        　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000100                       :      　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000110　　　　　　　　　　　 :　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000120  ¥VJUNLK LOCKID=LOCK2;                       　            ┃　
　　　　　　　　┃  000130　　　　　　           :                                    ┃　
　　　　　　　　┃  000140　¥VJEND;             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000150  ¥ENDJOB;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
 
 
 



 
　　５－８　ＶＪＰＧＥＴ
 
　　　　①　機　能
 
　　　　　・　起動元情報等を利用者制御変数にセットします。
 
　　　　　・　ＶＩＳＪＯＢ管理パラメータを指定されたファイルに出力します。
 
　　　　②　ＪＯＢ制御言語
 
　　　　　　　　┏━形　　式　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃￥ＶＪＰＧＥＴ　［ＯＵＴＦＩＬＥ＝（外部ファイル名，装置指定）］　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
　　　　　　　　　・ＶＩＳＪＯＢ管理パラメータは最大４００バイトであるが、８０バイトずつ　
　　　　　　　　　　区切ってＯＵＴＦＩＬＥに出力される。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　・本ＪＣＬマクロを実行すると、以下の利用者制御変数が設定される。　　　　
　　　　　　　　　　ＶＯＲＩＧＩＮ　（ＣＨＡＲ（８））　起動元　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　ＶＴＲＭＩＤ　　（ＣＨＡＲ（６））　端末ＩＤ　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　ＶＫＫＢＮ　　　（ＣＨＡＲ（１））　起動元区分　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ：ＶＩＳ　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ：ＴＳＳ　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ：センターコンソール　　　　　　
 
 
 



 
　　　　③　使用例
 
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　000010  ¥JOB  JAVPGET              REPORT=ABNORMAL; 　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000020　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000030  ¥VJSTART  ; 　　　　　　　　　　　　　　　　　            ┃　
　　　　　　　　┃  000040　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000050　VJGET1:¥VJPGET;                           　　　　　　　  ┃　
　　　　　　　　┃  000060  ¥WHEN  VORIGIN EQ "JAVTEST" JUMP VJGET2;　　　            ┃　
　　　　　　　　┃  000070  ¥WHEN  STATUS  EQ ABNORMAL  JUMP JAV_END; 　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000080                       :          　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000090                       :            　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000100                       :      　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000110　VJGET2:¥VJPGET OUTFILE=(WKPARAM RESIDENT);　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000120  VJCTRL:¥VJCTRL PARFILE=(WKPARAM RESIDENT NORMAL=DELETE);  ┃　
　　　　　　　　┃  000130　　　　　　           :                                    ┃　
　　　　　　　　┃  000140　JAV_END:¥VJEND;             　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000150  ¥ENDJOB;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
 
 
 



 
　　５－９　ＶＪＬＩＳＴ
 
 
 
　　　　　　①　機　能
 
　　　　　　　　・ＴＹＰＥ＝ＪＲＥＣの時
 
　　　　　　　　　ＪＯＢ実行状況一覧表を出力します。
 
　　　　　　　　・ＴＹＰＥ＝ＧＲＥＣの時
 
　　　　　　　　　ＪＯＢ情報一覧表を出力します。
 
　　　　　　　　・ＴＹＰＥ＝ＣＲＥＣの時
 
　　　　　　　　　パスワード情報一覧表を出力します。
 
　　　　　　　　・ＴＹＰＥ＝ＳＲＥＣの時
 
　　　　　　　　　処理ＩＤ別のパスワード情報一覧表を出力します。
 
　　　　　　②　ＪＯＢ制御言語
 
　　　　　　┏━━━形　　式　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　┃　￥ＶＪＬＩＳＴ　　　ＴＹＰＥ＝┌ＪＲＥＣ　┐　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　│ＧＲＥＣ　│　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　│ＣＲＥＣ　│　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　└ＳＲＥＣ　┘　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　┃　　　　　　　［　　　，ＧＲＰ＝ＪＯＢグループコード　　　］　　　　　　┃　
　　　　　　┃　　　　　　　［　　，ＭＯＤＥ＝┌ＡＬＬ　　┐　　　　　　］　　　　　　┃　
　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　└ＡＢＯＲＴ┘　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　┃　　　　　　　［，ＳＲＴＫＥＹ＝┌ＪＯＢＩＤ┐　　　　　　］　　　　　　┃　
　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　└ＧＲＰＣＤ┘　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　┃　　　　　　　［，ＰＲＦＩＬＥ＝（プリントファイル記述）　］　　　　　　┃
　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　┃　　　　　　　［，ＯＵＴＰＵＴ＝┌ＹＥＳ┐　　　　　　　　］　　　　　　┃
　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　└ＮＯ　┘　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　┃　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
　　　　※　ＰＲＦＩＬＥを省略すると、リストは標準ＳＹＳＯＵＴからＮＩＰに出力される。



 
　　　　③　パラメータ説明
　　　　　　┏━━━━━━━┯━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
　　　　　　┃パラメータ　　│　　　値　　　　│　　　　　　説　　　　　　明　　　　　┃
　　　　　　┣━━━━━━━┿━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┫
　　　　　　┃ＴＹＰＥ　　　│帳票タイプ　　　│帳票タイプを指定する。　　　　　　　　┃
　　　　　　┃　　　　　　　│　ＪＲＥＣ　　　│ＪＯＢ実行状況一覧表を出力する。　　　┃
　　　　　　┃　　　　　　　│　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　既定値┃
　　　　　　┃　　　　　　　│　ＧＲＥＣ　　　│ＪＯＢ情報一覧表を出力する。　　　　　┃
　　　　　　┃　　　　　　　│　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　┃　　　　　　　│　ＣＲＥＣ　　　│パスワード情報一覧表を出力する。　　　┃
　　　　　　┃　　　　　　　│　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　┃　　　　　　　│　ＳＲＥＣ　　　│処理ＩＤ別パスワード情報一覧表を出力す┃
　　　　　　┃　　　　　　　│　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　┠───────┼────────┼───────────────────┨
　　　　　　┃ＧＲＰ　　　　│ＪＯＢグループ　│ＴＹＰＥ＝ＪＲＥＣの時のみ意味を持つ。┃　
　　　　　　┃　　　　　　　│コード　　　　　│ＪＯＢ実行状況一覧表の出力対象ＪＯＢグ┃　
　　　　　　┃　　　　　　　│　Ｘ（０６）　　│ループを指定する。星印規則の適用が可能┃　
　　　　　　┃　　　　　　　│　　　　　　　　│である。　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　┃　　　　　　　│　　　　　　　　│省略すると、全ＪＯＢグループが出力対象┃　
　　　　　　┃　　　　　　　│　　　　　　　　│となる。　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　┠───────┼────────┼───────────────────┨　
　　　　　　┃ＭＯＤＥ　　　│　　　　　　　　│ＴＹＰＥ＝ＪＲＥＣの時のみ意味を持つ。┃　
　　　　　　┃　　　　　　　│　　ＡＬＬ　　　│全ての状態のＪＯＢを出力対象とする。　┃　
　　　　　　┃　　　　　　　│　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　既定値┃　
　　　　　　┃　　　　　　　│　　ＡＢＯＲＴ　│異常終了したＪＯＢのみを出力対象とする┃　
　　　　　　┠───────┼────────┼───────────────────┨　
　　　　　　┃ＳＲＴＫＥＹ　│　　　　　　　　│ＴＹＰＥ＝ＧＲＥＣの時のみ意味を持つ。┃　
　　　　　　┃　　　　　　　│　　ＧＲＰＣＤ　│ＪＯＢグループ＋ＪＯＢＩＤ順でＪＯＢ情┃　
　　　　　　┃　　　　　　　│　　　　　　　　│報一覧表を出力する。　　　　　　既定値┃　
　　　　　　┃　　　　　　　│　　ＪＯＢＩＤ　│ＪＯＢＩＤ順でＪＯＢ情報一覧表を出力す┃　
　　　　　　┃　　　　　　　│　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　┠───────┼────────┼───────────────────┨　
　　　　　　┃ＰＲＦＩＬＥ　│出力プリントファ│帳票を私有シスアウトに出力したい時に指┃
　　　　　　┃　　　　　　　│イル記述　　　　│定する。　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　┠───────┼────────┼───────────────────┨
　　　　　　┃ＯＵＴＰＵＴ　│　即時出力指定　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　┃　　　　　　　│　　ＹＥＳ　　　│ＳＹＳＯＵＴに帳票を出力した際ステップ┃
　　　　　　┃　　　　　　　│　　　　　　　　│終了後即時にセンタプリンタに対する出力┃
　　　　　　┃　　　　　　　│　　　　　　　　│要求を発行する。　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　┃　　　　　　　│　　ＮＯ　　　　│出力識別子ＳＰＲにてＳＹＳＯＵＴに蓄積┃
　　　　　　┃　　　　　　　│　　　　　　　　│される。　　　　　　　　　　　　既定値┃
　　　　　　┗━━━━━━━┷━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛



 
　　　　　　③　使用例
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
　　　　　　　　┃　000010  ¥JOB  AVEC_VXLIST USER=ACOS4 REPORT=ABNORMAL; 　　　　　　┃
　　　　　　　　┃  000020　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃  000030              　　　　　 :　　　　　　　　　　　            ┃
　　　　　　　　┃  000040　　　　　　　　　　　　 :　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃  000050　　　　　　　　　　　　 :　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃  000060  VXLIST  :¥VXLIST PRFILE=(AVEC.PR SUBFILE=VXLIST SHARE=DIR)┃
　　　　　　　　┃  000070            ;                           　                  ┃
　　　　　　　　┃  000080                         :                            　　　┃
　　　　　　　　┃  000150  ¥ENDJOB;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛



 
　　６　サブルーチン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　この章では、本サブシステムが提供するサブルーチンについて説明します。
 



 
　　６－１　ＶＪＳＲＵＮＪ
 
　　　　①　機　能
 
　　　　　・　ＶＪＳＲＵＮＪは、ＶＩＳＴＰＰ等から本サブシステム配下のＪＯＢを起動したい時
 
　　　　　　　に使用するサブルーチンです。
 
　　　　　・　起動にあたっては、本サブシステムにおける各種の管理に見合ったチェックを行い、
 
　　　　　　　可能であれば、要求登録，保留起動，起動の何かを行います。
 
　　　　　・　処理の結果は全て親プログラムに日本語メッセージで返却されます。
 
　　　　②　パラメータ
 
　　　　　ａ．ＦＩＬＥｎ（ポインタ）　ＶＤＬの「¥TRNS 」の「FILEN 」文にＶＩＳＪＯＢ管理Ｆ
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(FILEID=VJCTRL) を指定し、その時の「FILEN 」をそのま
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま指定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　ｂ．Ｐ－ＶＪＳＲＵＮＪ．　　（コピー　ＣＰ＿ＶＪＳＲＵＮＪ）
 
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　000010    01  P-VJSRUNJ.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000020        02   RUNJ-SFN        PIC X(15). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000030        02   RUNJ-TRMID      PIC X(06). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000040        02   RUNJ-PASS       PIC X(06). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000050        02   RUNJ-PARAM      PIC X(80). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000060        02   RUNJ-JPARAM     PIC X(50). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000070        02   RUNJ-ORIGIN     PIC X(07). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000080        02   RUNJ-KKBN       PIC X(01). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000090        02   RUNJ-CFLG       PIC X(01). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000100        02   RUNJ-MODE       PIC X(01). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000110        02   RUNJ-FIL        PIC X(03). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000120        02   RUNJ-NHS        PIC S9(01).　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000130        02   RUNJ-JNO        PIC 9(05). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000140        02   RUNJ-RON        PIC X(07). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000150        02   RUNJ-MSG        PIC N(25). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000160        02   RUNJ-RTN.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000170         03  RUNJ-RTN1       PIC X(02). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000180         03  RUNJ-RTN2       PIC X(02). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000190         03  RUNJ-RTN3       PIC 9(04). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
 



 
　　　　③　パラメータ項目説明
 
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　項　　目　│　　意味・値　　　│　　　　説　　　　　　明　　　　　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃RUNJ-SFN　　│ＪＯＢＩＤ　　　　│起動したいＪＯＢのＪＯＢＩＤを指定┃　
　　　　　　　　┃　　X(15) 　│　　　　　　　　　│する。　　　　　　　　　　（必須）┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-TRMID　│起動端末ＩＤ　　　│ＴＲＮＳ－ＳＯＵＲＣＥをそのまま指┃　
　　　　　　　　┃    X(06) 　│　　　　　　　　　│定する。　　　　　　　　　（必須）┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-PASS 　│パスワード　　　　│起動するＪＯＢがパスワードチェック┃　
　　　　　　　　┃    X(06) 　│　　　　　　　　　│を行うものであれば指定する。　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-PARAM　│VISJOB管理ﾊﾟﾗﾒｰﾀ　│起動するＪＯＢに引き継ぎたい任意の┃　
　　　　　　　　┃    X(80) 　│　　　　　　　　　│情報がある場合に本エリアに格納する┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-JPARAM │ＪＣＬパラメータ　│起動するＪＯＢのＪＣＬに仮パラメー┃　
　　　　　　　　┃    X(50) 　│　　　　　　　　　│タ置換域がある場合、実パラメータを┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│本エリアに格納する。　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-ORIGIN │起動元　　　　　　│起動端末ＩＤ以外を起動元にしたい場┃　
　　　　　　　　┃　  X(07) 　│　　　　　　　　　│合に指定する。　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-KKBN 　│起動元区分　　　　│ＶＩＳＴＰＰ以外から本サブルーチン┃　
　　　　　　　　┃    X(01) 　│　　　　　　　　　│を「ＣＡＬＬ」する時指定する。　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｊ　　　　　　│起動元がバッチＪＯＢの時。　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｔ　　　　　　│起動元がＴＳＳの時。　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　△　　　　　　│通常は空白にする事。　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-CKBN 　│起動チェック区分　│管理Ｆ上の指定と異なる起動チェック┃　
　　　　　　　　┃    X(01) 　│　　　　　　　　　│を行いたい時に指定する。　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ａ　　　　　　│パスワード，端末ＩＤ両方のチェック┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│を行う。　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｐ　　　　　　│パスワードのチェックのみ行う。　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｔ　　　　　　│端末ＩＤのチェックのみ行う。　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｎ　　　　　　│起動チェックは行わない。　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　△　　　　　　│通常は空白にする事。　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│（管理Ｆの設定に従う。）　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-MODE 　│処理モード　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃    X(01) 　│　　Ｃ　　　　　　│起動可否のチェックのみ行う。　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　△　　　　　　│通常は空白にする事。　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-FIL　　│予備　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃    X(03) 　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
 



 
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　項　　目　│　　意味・値　　　│　　　　説　　　　　　明　　　　　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃RUNJ-NHS　　│現在保留指数　　　│起動したいＪＯＢの現在保留指数が返┃　
　　　　　　　　┃    S9(01)　│　　　　　　　　　│却される。　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-JNO　　│ＪＯＢグループ内　│起動を行った場合、そのＪＯＢのＪＯ┃　
　　　　　　　　┃    9(05) 　│ＳＥＱＮＯ　　　　│Ｂグループ内ＳＥＱ№が返却される＞┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-RON　　│ＪＯＢ生起番号　　│起動を行った場合、そのＪＯＢの生起┃　
　　　　　　　　┃    X(07) 　│　　　　　　　　　│番号が返却される。　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-MSG　　│処理結果　　　　　│本サブルーチンの処理結果が日本語メ┃　
　　　　　　　　┃    N(25) 　│日本語メッセージ　│ッセージで返却される。　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃RUNJ－RTN1　│リターンコード１　│処理に致命的エラーがなかったかを示┃　
　　　　　　　　┃　　X(02) 　│　　　　　　　　　│す。　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　ＯＫ　　　　　│正常終了した。　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　ＩＥ　　　　　│ファイルＩ／Ｏエラーが発生した。　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-RTN2 　│リターンコード２　│リターンコード１の値によって意味が┃　
　　　　　　　　┃　　X(02) 　│　　　　　　　　　│異なる。　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　├────┬────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃　　　　　　│ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ│　ＯＫ　│ＪＯＢを起動した。　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│1=OKの時│　ＹＴ　│ＪＯＢ起動要求登録した。　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＨＴ　│ＪＯＢを保留起動した。　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＣＯ　│ＪＯＢ起動可能である。　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＹＯ　│ＪＯＢ要求登録可能である。　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＨＣ　│ＪＯＢの保留起動が可能である。　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＰＳ　│パスワードが許されていない。　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＳＥ　│ＪＯＢが登録されていない。　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＴＥ　│起動端末が不正である。　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＪＫ　│ＪＯＢ間排他管理対象の他ＪＯＢが　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　　　　│稼働中である。　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＨＯ　│保留指数が「＋１」以上である。　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＢＳ　│同一ＪＯＢが稼働中である。　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　　　　│（マルチ管理の場合はマルチ処理の全┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　　　　│てが稼働中）　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＰＥ　│パラメータエラー。　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　├────┼────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃　　　　　　│ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ│ﾌｧｲﾙ　　│ファイルステータス１・２が返却され┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│1=IEの時│ｽﾃｰﾀｽ1･2│る。　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　X(02) │　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼────┴────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ－RTN3　│リターンコード３　│リターンコード１＝「ＩＥ」の時ファ┃　
　　　　　　　　┃　　9(04) 　│　　　　　　　　　│イルステータス３が返却される　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
　　　　　　　※リターンコード２＝「CO」「YO」「HC」はＲＵＮＪ－ＭＯＤＥに「Ｃ」を指定した
　　　　　　　　時のみ返却される。



 
　　　　④　使用例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃  000010  ＊＊＊＊＊＊＊　ＶＪＳＲＵＮＪ　使用例　＊＊＊＊＊＊＊＊　┃　
　　　　　　　　┃　000020        INITIALIZE              P-VJSRUNJ.　　　　　　　　  ┃　
　　　　　　　　┃  000030        MOVE "UJT_UCRM140"      TO RUNJ-SFN.　　　　　　　  ┃　
　　　　　　　　┃  000040        MOVE TRNS-SOURCE        TO RUNJ-TRMID.　　　　　　  ┃　
　　　　　　　　┃  000050        MOVE IN040-PASS         TO RUNJ-PASS. 　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000060        MOVE IN040-YMD          TO RUNJ-PARAM.　　　　　　  ┃　
　　　　　　　　┃  000070        CALL "VJSRUNJ"          USING FILE1 P-VJSRUNJ.　　  ┃　
　　　　　　　　┃  000080        IF   RUNJ-RTN1     NOT  =  "OK" 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000090             MOVE  10           TO TRNS-ENDKEY　　　　　　  ┃　
　　　　　　　　┃  000100             MOVE  RUNJ-MSG     TO W-MSG　　　　　　　　　  ┃　
　　　　　　　　┃  000110             DISPLAY W-MSG-AREA UPON CONSOLE　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000120             GO TO              PROG-END. 　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000130        IF   RUNJ-RTN2     NOT  =  "OK" AND "YT" AND "KO" 　┃　
　　　　　　　　┃  000140             PERFORM SAISENTAKU-RTN THRU SAISENTAKU-EXT 　　┃　
　　　　　　　　┃  000150             MOVE RUNJ-MSG      TO OUT040-MSG 　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000160             GO TO              GAMEN-SEND. 　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000170        MOVE RUNJ-MSG           TO OUT040-MSG.　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000180        GO TO                   GAMEN-SEND. 　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
 
 
 



 
　　６－２　ＶＪＳＲＵＮＪ２
 
　　　　①　機　能
 
　　　　　・　ＶＪＳＲＵＮＪ２は、ＶＪＳＲＵＮＪとほぼ同等の機能を持った新バージョンの本サ
 
　　　　　　　ブシステム専用のサブルーチンです。
 
　　　　　・　ＶＪＳＲＵＮＪに比べて、引き継ぎパラメータに使用可能なレングスが拡張されてい
 
　　　　　　　ます。
 
　　　　②　パラメータ
 
　　　　　ａ　ＶＩＳＵＣＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　ｂ　ＶＩＳＦＰＴＲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　ＶＤＬの「¥TRNS 」の「FILEN 」指定のどこかにＶＪ管理Ｆ(FILEID=VJCTRL) を指定
 
　　　　　　　しておく事。
 
　　　　　ｃ　Ｐ－ＶＪＳＲＵＮＪ２　　（コピー　ＣＰ＿ＶＪＳＲＵＮＪ２）
 
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　000010    01  P-VJSRUNJ2. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000020        02   RUNJ-MODE       PIC X(01). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000030        02   RUNJ-JOBID      PIC X(16). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000040        02   RUNJ-JOBNM      PIC N(10). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000050　　　　02   RUNJ-PASS       PIC X(06). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000060　　　　02　 RUNJ-FIL        PIC X(150).　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000070        02   RUNJ-VJPARAM    PIC X(160).　　　　　　　　　  ┃　
　　　　　　　　┃　000080　　　　02   RUNJ-JSPARAM    PIC X(240).　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000090        02   RUNJ-NHS        PIC S9(01).　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000100        02   RUNJ-MSG        PIC N(25). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000110        02   RUNJ-RTN.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000120         03  RUNJ-RTN1       PIC X(02). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000130         03  RUNJ-RTN2       PIC X(02). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000140         03  RUNJ-RTN3       PIC 9(04). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000150　 77   VJSRUNJ2             PIC X(08) VALUE "VJSRUNJ2".　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
 



 
　　　　③　パラメータ項目説明
 
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　項　　目　│　　意味・値　　　│　　　　説　　　　　　明　　　　　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃RUNJ-MODE 　│処理モード　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃    X(01) 　│　　　△　　　　　│通常は空白にする事。　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　Ｃ　　　　　│ＪＯＢ起動可能かどうかのチェックの┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│み行う。　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-JOBID  │ＪＯＢＩＤ　　　　│起動するＪＯＢのＪＯＢＩＤを指定す┃　
　　　　　　　　┃　　X(16) 　│　　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　（必須）┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-JOBNM　│ＪＯＢ名称　　　　│起動するＪＯＢを自動登録する場合、┃　
　　　　　　　　┃    N(10) 　│　　　　　　　　　│そのＪＯＢのＪＯＢ名称を指定する。┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-PASS 　│パスワード　　　　│起動するＪＯＢがパスワードチェック┃　
　　　　　　　　┃    X(06) 　│　　　　　　　　　│を行うものであれば指定する。　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-VJPARAM│VISJOB管理ﾊﾟﾗﾒｰﾀ　│起動するＪＯＢに引き継ぎたい任意の┃　
　　　　　　　　┃    X(160)　│　　　　　　　　　│情報がある場合本エリアに格納する。┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-JSPARAM│ＪＣＬパラメータ　│起動するＪＯＢのＪＣＬに仮パラメー┃　
　　　　　　　　┃    X(240)　│　　　　　　　　　│タ置換域がある場合、実パラメータを┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│本エリアに格納する。　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-NHS　　│現在保留指数　　　│起動したいＪＯＢの現在保留指数が返┃　
　　　　　　　　┃    S9(01)　│　　　　　　　　　│却される。　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-MSG　　│処理結果　　　　　│本サブルーチンの処理結果が日本語メ┃　
　　　　　　　　┃    N(25) 　│日本語メッセージ　│ッセージで返却される。　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━━┛



 
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　項　　目　│　　意味・値　　　│　　　　説　　　　　　明　　　　　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃RUNJ－RTN1　│リターンコード１　│処理に致命的エラーがなかったかを示┃　
　　　　　　　　┃　　X(02) 　│　　　　　　　　　│す。　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　ＯＫ　　　　　│正常終了した。　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　ＩＥ　　　　　│ファイルＩ／Ｏエラーが発生した。　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ-RTN2 　│リターンコード２　│リターンコード１の値によって意味が┃　
　　　　　　　　┃　　X(02) 　│　　　　　　　　　│異なる。　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　├────┬────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃　　　　　　│ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ│　ＯＫ　│ＪＯＢを起動した。　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│1=OKの時│　ＹＴ　│ＪＯＢ起動要求登録した。　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＨＴ　│ＪＯＢを保留起動した。　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＣＯ　│ＪＯＢ起動可能である。　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＹＯ　│ＪＯＢ要求登録可能である。　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＨＣ　│ＪＯＢの保留起動が可能である。　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＰＳ　│パスワードが許されていない。　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＴＥ　│起動端末が不正である。　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＪＫ　│ＪＯＢ間排他管理対象の他ＪＯＢが　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　　　　│稼働中である。　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＨＯ　│保留指数が「＋１」以上である。　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＢＳ　│同一ＪＯＢが稼働中である。　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　　　　│（マルチ管理の場合は、マルチ処理の┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　　　　│　全てが稼働中。）　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　ＰＥ　│パラメータエラー。　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　├────┼────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃　　　　　　│ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ│ﾌｧｲﾙ　　│ファイルステータス１・２が返却され┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│1=IEの時│ｽﾃｰﾀｽ1･2│る。　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　│　X(02) │　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼────┴────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃RUNJ－RTN3　│リターンコード３　│リターンコード１＝「ＩＥ」の時ファ┃　
　　　　　　　　┃　　9(04) 　│　　　　　　　　　│イルステータス３が返却される。　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
　　　　　　　※リターンコード２＝「CO」「YO」「HC」はＲＵＮＪ－ＭＯＤＥに「Ｃ」を指定した
　　　　　　　　時のみ返却される。
 



 
　　　　④　使用例
 
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃  000010  ＊＊＊＊＊＊＊　ＶＪＳＲＵＮＪ２使用例　＊＊＊＊＊＊＊＊　┃　
　　　　　　　　┃　000020        INITIALIZE              P-VJSRUNJ.　　　　　　　　  ┃　
　　　　　　　　┃  000030        MOVE "HACHUJOB"         TO RUNJ-JOBID.　　　　　　  ┃　
　　　　　　　　┃　000040　　　　MOVE NC"発注データ一覧出力"                 　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000050　　　　　　　　　　　　　　　　TO RUNJ-JOBNM.            　┃　
　　　　　　　　┃  000060        STRING "COPYNO=" INP040-COPYNO DELIMITED BY SIZE  　┃　
　　　　　　　　┃　000070　　　　　　　　　　　　　　　　INTO  RUNJ-JSPARAM.         ┃　
　　　　　　　　┃  000080        CALL  VJSRUNJ2          USING VISUCA VISFPTR        ┃　
  　　　　　　　┃　000090　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P-VJSRUNJ2. 　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000100        IF   RUNJ-RTN1     NOT  =  "OK" 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000110             MOVE  10           TO TRNS-ENDKEY　　　　　　  ┃　
　　　　　　　　┃  000120             MOVE  RUNJ-MSG     TO W-MSG　　　　　　　　　  ┃　
　　　　　　　　┃  000130             DISPLAY W-MSG-AREA UPON CONSOLE　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000140             GO TO              PROG-END. 　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000150        IF   RUNJ-RTN2     NOT  =  "OK" AND "YT" AND "KO" 　┃　
　　　　　　　　┃  000160             PERFORM SAISENTAKU-RTN THRU SAISENTAKU-EXT 　　┃　
　　　　　　　　┃  000170             MOVE RUNJ-MSG      TO OUT040-MSG 　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000180             GO TO              GAMEN-SEND. 　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000190        MOVE RUNJ-MSG           TO OUT040-MSG.　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000200        GO TO                   GAMEN-SEND. 　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　



 
　　６－３　ＶＪＳＰＧＥＴ２
 
　　　　①　機　能
 
　　　　　・　ＶＪＳＰＧＥＴ２は、ＪＯＢ起動時に引き渡された起動端末ＩＤ，起動元，ＶＩＳ　
 
　　　　　　　ＪＯＢ管理パラメータ、及び起動元区分，ＤＩＳＰＬＡＹ区分，ＪＯＢ生起番号，　
 
　　　　　　　その他をバッチＡＰにて取得する際に使用するサブルーチンです。
 
　　　　　・　又、ＰＧＥＴ－ＩＯＫＢＮに「Ｗ」を移送し、ＰＧＥＴ－ＰＡＲＡＭに任意の情報を
 
　　　　　　　移送してから本サブルーチンを「ＣＡＬＬ」すると、ＶＩＳＪＯＢ管理パラメータを
 
　　　　　　　更新する事も可能です。（これは、処理件数等を履歴として残しておきたい時、ある
 
　　　　　　　いは後続のステップに新たな情報を引き継ぎたい時等に有効です。）　　　　　　　
 
　　　　　・　本サブルーチンを「ＣＡＬＬ」すると、そのステップのステップラベル名又はＬＭ名
 
　　　　　　　が本サブシステム内に登録されます。
 
　　　　　・　本サブルーチンをＪＯＢ管理配下のＪＯＢ以外で「ＣＡＬＬ」した場合、ＰＧＥＴ－
 
　　　　　　　ＲＯＮ（ＪＯＢ生起番号）～ＰＧＥＴ－ＬＡＢＥＬの情報のみ返却され、ＰＧＥＴ－
 
　　　　　　　ＲＴは、「ＮＪ」となります。
 
　　　　　　　尚、ＴＳＳやＲＪＥで起動されたＪＯＢならばＰＧＥＴ－ＴＲＭＩＤも返却されます
 



 
　　　　②　パラメーター
 
　　　　　ａ．Ｐ－ＶＪＳＰＧＥＴ２　（コピー，ＣＰ＿ＶＪＳＰＧＥＴ２）
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　000010    01  P-VJSPGET2. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000020        03   PGET-IOKBN      PIC X(01). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000030        03   PGET-PARAM-AREA.             　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000040　　　　 04  PGET-PARAM      PIC X(80). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000050　　　　 04  PGET-PARAM-EX　 PIC X(320).　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000060        03   PGET-TRMID      PIC X(06). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000070        03   PGET-ORIGIN     PIC X(07). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000080        03   PGET-MODE. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000090         04  PGET-KKBN       PIC X(01). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000100         04  PGET-DKBN       PIC X(01). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000110　　　　 04  PGET-OCC        PIC 9(01). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000120        03   PGET-RON        PIC X(07). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000130        03   PGET-JNM        PIC X(16). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000140        03   PGET-USER       PIC X(16). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000150        03   PGET-ACC        PIC X(16).   　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000160        03   PGET-LABEL      PIC X(08). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000170        03   PGET-PASS       PIC X(06). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000180　　　　03   PGET-PASSNM     PIC X(12). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000190　　　　03   PGET-VDX-AREA. 　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000200　　　　 04  PGET-VFLID      PIC X(08). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000210　　　　 04  PGET-VAKSCD     PIC X(08). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000220　　　　 04  PGET-VHKSCD     PIC X(08). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000230　　　　 04  PGET-VKTNO      COMP-1.　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000240　　　　03   PGET-FIL        PIC X(40). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000250        03   PGET-RTN        PIC X(02). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　  　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
 
　　　　　　　　（注意）１．本サブルーチンをＶＩＳＪＯＢ管理配下で使用する場合、ＪＣＬで
　　　　　　　　　　　　　　「¥STEP 」記述内に以下の指定をして下さい。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　　　　　¥STEP     ～　　　　　; 　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　¥ASSIGN VJCTRL　外部ﾌｧｲﾙ名　SHARE=ALL HOLDMODE=UPDATE;    ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　¥DEFINE VJCTRL JRNAL=BOTH;　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
                ┃          ¥ENDSTEP; 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
　　　　　　　　※外部ﾌｧｲﾙ名＝ＶＩＳＪＯＢ管理ファイルの外部ファイル名
 
　　　　　　　　　　　　２．本サブルーチンは、他の更新するＶＳＡＳファイルをオープンする
　　　　　　　　　　　　　　前、又はクローズした後（初期処理、又は終了処理）で「ＣＡＬＬ」
　　　　　　　　　　　　　　して下さい。



 
　　　　　　③　パラメータ項目説明
 
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
　　　　　　　　┃　項　　目　│　　意味・値　　　│　　　　説　　　　　　明　　　　　┃
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━━┫
　　　　　　　　┃PGET-IOKBN  │入出力モード　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　X(01) 　│　　△　　　　　　│PGET-PARAMを取得する。　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｗ　　　　　　│ＪＯＢ管理パラメータをPGET-PARAMで┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│置換する。　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃PGET-PARAM　│VISJOB管理ﾊﾟﾗﾒｰﾀ　│PGET-IOKBN＝「Ｗ」の時　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　 -AREA│　　　　　　　　　│この内容によってVISJOB管理パラメー┃
　　　　　　　　┃　　X(400)　│　　　　　　　　　│タを置換する。　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│PGET-IOKBN≠「Ｗ」の時　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│VISJOB管理パラメータの値が返却され┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃PGET-TRMID　│起動端末ＩＤ　　　│ＪＯＢを起動した端末ＩＤが返却され┃
　　　　　　　　┃　　X(06) 　│　　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│値は、２－９－①参照の事。　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃PGET-ORIGIN │起動元情報　　　　│ＪＯＢの起動元が返却される。　　　┃
　　　　　　　　┃    X(07) 　│　　　　　　　　　│値は、２－９－②参照の事。　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃PGET－KKBN  │起動元区分　　　　│ＪＯＢの起動元区分が返却される。　┃
　　　　　　　　┃　　X(01) 　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｖ　　　　　　│ＶＩＳ　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｐ　　　　　　│ＴＳＳ　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｊ　　　　　　│ＪＯＢ　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｃ　　　　　　│ＣＥＮＴＥＲ　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃PGET-DKBN 　│ＤＩＳＰＬＡＹ区分│そのＪＯＢのＤＩＳＰＬＡＹ区分が返┃
　　　　　　　　┃    X(01) 　│　　　　　　　　　│却される。　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│値は、３－４－②を参照の事。　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃PGET-OCC　　│ＶＩＳオカレンス№│そのＪＯＢがどのＶＩＳの配下となっ┃
　　　　　　　　┃　　9(01) 　│　　　　　　　　　│ているか、そのＶＩＳのオカレンス№┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│が返却される。　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━━┛



 
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
　　　　　　　　┃　項　　目　│　　意味・値　　　│　　　　説　　　　　　明　　　　　┃
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━━┫
　　　　　　　　┃PGET-RON    │ＪＯＢ生起番号　　│そのＪＯＢの生起番号が返却される。┃
　　　　　　　　┃　　X(07) 　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃PGET-JNM　　│ＪＯＢ名　　　　　│そのＪＯＢのＪＯＢ名が返却される。┃
　　　　　　　　┃    X(16) 　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃PGET-USER 　│ユーザー名　　　　│そのＪＯＢのユーザー名が返却される┃
　　　　　　　　┃    X(16) 　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃PGET-ACC　　│アカウント名　　　│そのＪＯＢのアカウント名が返却され┃
　　　　　　　　┃    X(16) 　│　　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃PGET-LABEL　│ステップラベル　　│そのステップのステップラベルが返却┃
　　　　　　　　┃    X(08) 　│　　　　　　　　　│される。　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│ステップラベルがない場合はＬＭ名が┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│返却される。　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃PGET-PASS 　│パスワード　　　　│ＪＯＢ起動時に入力されたパスワード┃
　　　　　　　　┃　　X(06) 　│　　　　　　　　　│が返却される。　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃PGET-PASSNM │パスワード所有者名│上記パスワードの所有者名が返却され┃
　　　　　　　　┃　　X(12) 　│　　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃PGET-VFLID　│ＶＤＸファイルＩＤ│ＶＤＸシステムから起動されたＪＯＢ┃
　　　　　　　　┃　　X(08) 　│　　　　　　　　　│の場合、起動の契機となった集信もし┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│くは登録行為におけるファイルＩＤが┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│返却される。　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃PGET-AKSCD　│ＶＤＸ宛先加入者　│上記の場合における宛先加入者コード┃
　　　　　　　　┃　　X(08) 　│　　　　　　コード│が返却される。　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃PGET-HKSCD　│ＶＤＸ発生源加入者│上記の場合における発生源加入者コー┃
　　　　　　　　┃　　X(08) 　│　　　　　　コード│ドが返却される。　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│上記以外の場合においても、２－８で┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│説明したそのＪＯＢの起動元加入者コ┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│ードが返却される。　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃PGET-KTNO 　│ＶＤＸ格納単位通番│上記の場合における格納単位通番が格┃
　　　　　　　　┃　　COMP-1　│　　　　　　　　　│納される。　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃PGET-FIL　　│予　備　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃    X(40) 　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃PGET-RTN　　│リターンコード　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　X(02) 　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　ＯＫ　　　　　│正常終了した。　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　ＮＪ　　　　　│ＪＯＢ管理配下のＪＯＢ以外で「ＣＡ┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│ＬＬ」された。又はＶＩＳＪＯＢ管理┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│Ｆがアサインされていない。　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　ＮＧ　　　　　│異常終了した。　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━━┛



 
　　　　　　④　使用例
 
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　000010    INIT-RTN. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000020        INITIALIZE                     P-VJSPGET2.　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000030        CALL    "VJSPGET2"   USING     P-VJSPGET2.　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000040        IF      PGET-PARAM   =         SPACE　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000050                PERFORM  ACCPT-RTN     THRU  ACCEPT-EXT 　　┃　
　　　　　　　　┃  000060        MOVE    PGET-PARAM    TO       W-PARAM. 　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000070    INIT-EXT. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000080        EXIT. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
 
                    ※　ＶＪＳＰＧＥＴ２でＰＧＥＴ－ＰＡＲＡＭを取得している。
 
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　000010    END-RTN.  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000020        MOVE    OUT1-CNT     TO        W-PARAM-CNT. 　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000030        MOVE    W-PARAM      TO        PGET-PARAM.　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000040        MOVE    "W"          TO        PGET-IOKBN.　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000050        CALL    "VJSPGET2"   USING     P-VJSPGET2.　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000060    END-EXT.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000070        EXIT. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
 
　　　　　　　　　　※　ＶＪＳＰＧＥＴ２で、ＰＧＥＴ－ＰＡＲＡＭをＪＯＢ管理パラメータ
　　　　　　　　　　　　に落としたい場合。



 
　　６－４　ＶＪＳＭＳＥＮＤ
 
　　　　①　機　能
 
　　　　　・　ＶＪＳＭＳＥＮＤは、指定されたメッセージを指定されたＶＩＳ端末、又はセンター
 
　　　　　　　コンソールに指定されたＤＩＳＰＬＡＹ区分に応じて送出します。
 
　　　　②　パラメータ
 
　　　　　ａ．Ｐ－ＶＪＳＭＳＧＳＥＮＤ　（コピー，ＣＰ＿ＶＪＳＭＳＧＳＥＮＤ）
 
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　000010    01  P-VJSMSGSEND. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000020        03   VJMS-MODE.                   　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000030         04  VJMS-KKBN       PIC X(01). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000040         04  VJMS-DKBN       PIC X(01). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000050　　　　 04  VJMS-OCC        PIC 9(01). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000060        03   VJMS-TRMID      PIC X(06). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000070        03   VJMS-MSG        PIC X(60). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000080        03   VJMS-RTN        PIC X(02). 　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
 
 
　　　　③　パラメータ項目説明
 
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　項　　目　│　　意味・値　　　│　　　　説　　　　　　明　　　　　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃VJMS－KKBN　│起動元区分　　　　│「VJSPGET2」で取得した起動元区分を┃　
　　　　　　　　┃　　X(01) 　│　　　　　　　　　│そのまま指定する事。　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃VJMS-DKBN 　│ＤＩＳＰＬＡＹ区分│「VJSPGET2」で取得したＤＩＳＰＬＡ┃　
　　　　　　　　┃　　X(01) 　│　　　　　　　　　│Ｙ区分をそのまま指定する事。　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│スペースだと「Ａ」(AUTO)が指定され┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│たものとみなす。　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃VJMS-OCC  　│ＶＩＳオカレンス№│「VJSPGET2」で取得したＶＩＳオカレ┃　
　　　　　　　　┃　　9(01) 　│　　　　　　　　　│ンス№をそのまま指定する。　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃VJMS-TRMID　│メッセージ宛先　　│メッセージを送出したい端末ＩＤを指┃　
　　　　　　　　┃    X(06) 　│端末ＩＤ　　　　　│定する　通常は「VJSPGET2」で取得し┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│た端末ＩＤをそのまま指定する事。　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│スペースだとセンターコンソールに表┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│示される。　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃VJMS-MSG　　│ユーザーメッセージ│送出したい任意のメッセージを格納す┃　
　　　　　　　　┃    X(60) 　│　　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃VJMS-RTN　　│リターンコード　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　X(02) 　│　　ＯＫ　　　　　│正常終了した。　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　ＣＥ　　　　　│指定されなかった端末にメッセージが┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│送れなかったので、センターコンソー┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│ルに表示した。　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━━┛



 
　　６－５　ＶＪＳＰＣＨＫ２
 
　　　　①　機　能
 
　　　　　・　ＶＪＳＰＣＨＫ２は、ＶＩＳＴＰＰ等でパスワード及び、端末ＩＤと処理ＩＤの照合
 
　　　　　　　を行う時使用するサブルーチンです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　②　パラメータ
 
　　　　　ａ．ＦＩＬＥｎ（ポインタ）　　ＶＤＬの「¥TRNS 」の「FILEN 」文にＶＩＳＪＯＢ管理
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｆ(FILEID=VJCTRL) を指定し、その時の「FILEN 」を　
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そのまま指定する。
 
　　　　　ｂ．Ｐ－ＶＪＳＰＣＨＫ２　（コピー，ＣＰ＿ＶＪＳＰＣＨＫ２）
 
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　000010  01  P-VJSPCHK2. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000020      02  PCK2-MODE          PIC X(01). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000030      02  PCK2-PASS          PIC X(06). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000040      02  PCK2-SID           PIC X(15). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000050      02  PCK2-KKBN          PIC X(01). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000060      02  PCK2-PASSNM        PIC X(12). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000070      02  PCK2-RTN           PIC X(02). 　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
 



 
　　　　③　パラメータ項目説明
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　項　　目　│　　意味・値　　　│　　　　説　　　　　　明　　　　　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃PCK2-MODE 　│モード　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　X(01) 　│　　Ｐ又は△　　　│パスワードと処理ＩＤの照合を行う。┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　Ｔ　　　　　　│端末ＩＤと処理ＩＤの照合を行う。　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃PCK2-PASS 　│パスワード　　　　│入力パスワード又はTRNS-SOURCE を指┃　
　　　　　　　　┃  　X(06) 　│端末ＩＤ　　　　　│定する。　　　　　　　　　（必須）┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃PCK2-SID  　│処理ＩＤ　　　　　│照合したい処理ＩＤ（ＪＯＢ名、ＴＰ┃　
　　　　　　　　┃    X(15) 　│　　　　　　　　　│Ｐ名等）を指定する。　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃PCK2-KKBN   │権利区分　　　　　│処理ＩＤに対する権利区分が返却され┃　
　　　　　　　　┃    X(01) 　│　　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃PCK2-PASSNM │パスワード所有者名│パスワードの所有者名又は、端末ＩＤ┃　
  　　　　　　　┃　　X(12) 　│　　　　　　　　　│が返却される。　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃PCK2-RTN　　│リターンコード　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　X(02) 　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　ＯＫ　　　　　│指定したパスワード，端末ＩＤのチェ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│ックレコードの中に、指定の処理ＩＤ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│と等しい物が存在する。　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　ＮＧ　　　　　│指定したパスワード，端末ＩＤのチェ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│ックレコードの中に、指定の処理ＩＤ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│と等しい物が存在しない。　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　ＩＥ　　　　　│ファイルＩ／Ｏエラーが発生した。　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
 
　　　　④　使用例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　000010  ＊＊＊＊＊＊＊　ＶＪＳＰＣＨＫ２使用例　＊＊＊＊＊＊＊＊　┃　
　　　　　　　　┃　000020  　　　　　　　　　　　　　　　: 　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000030                                : 　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000040      INITIALIZE                P-VJSPCHK2. 　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000050      MOVE  "P"                 TO     PCK2-MODE. 　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000060      MOVE  IN10-PASS           TO     PCK2-PASS. 　　　　　┃　
                ┃　000070      MOVE  "UTLR010"           TO     PCK2-SID.　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000080      CALL  "VJSPCHK2"          USING  FILE1 P-VJSPCHK2.　　┃　
　　　　　　　　┃  000090      IF    PCK2-RTN            =      "IE" 　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000100　　　　　　MOVE  10            TO     TRNS=ENDKEY　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000110　          GO TO               PROG-END  　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000120      ELSE  IF PCK2-RTN         =      "NG" 　　　　　      ┃　
　　　　　　　　┃  000130            MOVE "ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞｴﾗｰ"   TO     OUT10-MSG　　　      ┃　
　　　　　　　　┃  000140            MOVE MDF-IOC        TO     OUT10-PASS-M 　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000150            GO TO               GAMEN-SEND                  ┃　
　　　　　　　　┃  000160      ELSE  IF PCK2-KKBN        =      "U"    　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000170            GO TO               UPD-GAMEN-SEND    　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000180      ELSE                        　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000190            GO TO               KENSAKU-GAMEN-SEND.         ┃　
　　　　　　　　┃　000200　　　　　　　　　　　　　　　　: 　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000210　　　　　　　　　　　　　　　　: 　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　



 
　　６－６　ＶＪ＿ＦＳＴＡＲＴ
 
　　　　①　機　能
 
　　　　　・　ＶＪ＿ＦＳＴＡＲＴは、指定された順編成ファイルの現在のカレントを、直前の静止
 
　　　　　　　点（他のＶＳＡＳファイル，データベース等に対してＣＯＭＭＩＴを切った時点）に
 
　　　　　　　おけるカレントレコード（６－７のサブルーチン「VJ_FNOTE」によってＶＩＳＪＯＢ
 
　　　　　　　管理Ｆ上に記録されている。）に位置付けるサブルーチンです。
 
　　　　　・　そのファイルに対して、そのＪＯＢステップで一度も「VJ_FNOTE」を行っていない場
 
　　　　　　　合、又はそのＪＯＢステップで一度もＣＯＭＭＩＴを切っていない場合は、通常１件
 
　　　　　　　目に位置付けられます。
 
　　　　　　　但し、そのＪＯＢステップが何らかの原因で異常終了し、その後ＶＩＳＪＯＢ管理シ
 
　　　　　　　ステムの再処理モード（２－４参照）で処理を行った場合は、異常終了したそのＪＯ
 
　　　　　　　Ｂステップにおける最後の静止点のカレントレコードに現在のカレントを位置付けま
 
　　　　　　　す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　この事により、ＶＩＳバッチＪＯＢにおけるデッドロック等による「ＲＯＬＬＢＡＣ
 
　　　　　　　Ｋ」後の処理時や異常終了後の再処理時に、各ファイル間の整合性の保持を容易、　
 
　　　　　　　且つ自動的に行う事が可能です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　②　パラメータ
 
　　　　　ａ　ファイル名　　　　　　位置付けを行いたいファイル名を指定する。
 
　　　　　ｂ　ステータス格納領域　　ＣＯＭＰ－１の領域を指定する。　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　※呼び出し形式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　ＣＡＬＬ　”ＶＪ＿ＦＳＴＡＲＴ”　ＩＮＰ１　ＦＳＴＳ．　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　



 
　　　　　　③　パラメーター項目説明
 
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
　　　　　　　　┃　項　　目　│　　意味・値　　　│　　　　説　　　　　　明　　　　　┃
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━━┫
　　　　　　　　┃ファイル名　│　　　　－　　　　│ＳＥＬＥＣＴ句で指定したファイル名┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│をそのまま指定する。　　　　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃ステータス　│　　　　　　　　　│本サブルーチンの実行結果が２進形式┃
　　　　　　　　┃格納領域　　│        　　　　　│（ＣＯＭＰ－１）で返却される。　　┃
　　　　　　　　┃　COMP-1　　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　０　　　│正常終了した。　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃          　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　２０５２　　　│ファイルに与えられた範囲外に位置付┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│けようとした。　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│（入力ファイルに対して、このコード┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　が返却された場合は、「ＲＥＡＤ」┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　で「ＡＴ　ＥＮＤ」となった時と同┃
  　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　等の処置を行う事。）　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　５２１８　　　│ＶＩＳＪＯＢ管理Ｆに対してデッドロ┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│ックを検出した。　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│（他のＶＳＡＳ，ＡＤＢＳに対して　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　デットロックを検出した時と同等　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　の処置を行う事。）　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　５８８８　　　│ＶＩＳＪＯＢ管理配下でないＪＯＢで┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│本サブルーチンを実行した。　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│（異常終了させる事。）　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　上記以外　　　│コードハンドブック参照の事。　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│（異常終了させる事。）　　　　　　┃
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━━┛



 
　　　　④　使用上の注意事項
 
　　　　　１．本サブルーチンを使用するＪＯＢステップは、必ずＶＩＳＪＯＢ管理システム
 
　　　　　　　配下で実行されなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　２．本サブルーチンを使用する場合、ＪＣＬ上の「¥STEP 」記述内に以下の指定が
 
　　　　　　　されていなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　　　　　¥STEP     ～　　　　　; 　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　¥ASSIGN VJCTRL　　外部ﾌｧｲﾙ名１  SHARE=ALL HOLDMODE=UPDATE;┃　
　　　　　　　　┃　　　　　¥DEFINE VJCTRL    JRNAL=BOTH  ; 　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　¥ASSIGN VIS_CKPF  外部ﾌｧｲﾙ名２　SHARE=FREE; 　　　　　　　┃　
                ┃          ¥ENDSTEP; 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
　　　　　　　　　※外部ファイル名１＝ＶＩＳＪＯＢ管理Ｆの外部ファイル名。　　　
　　　　　　　　　　外部ファイル名２＝ＶＩＳチェックポイントＦの外部ファイル名。
 
　　　　　３．本サブルーチンの対象となる順編成ファイルに対しては、ＪＣＬの「¥DEFINE 」文　
 
　　　　　　　にて「ADDFORM=LRRR」の指定を必ず行う事。
 
　　　　　４．本サブルーチン実行前に必ずファイルをＥＸＴＥＲＮＡＬ指定で「ＯＰＥＮ」して
 
　　　　　　　おく事。
 
　　　　　　　（「ＯＰＥＮ」していないと、コード＝７１６９で異常終了する。）　　
 
　　　　　５．本サブルーチン実行後に「ＲＥＡＤ」命令を行ったら、必ず一度５－12のサブルーチ
 
　　　　　　　ン「VJ_FNOTE」を実行してから、その次の「ＲＥＡＤ」を行う事。
 
　　　　　　　（「VJ_FNOTE」を実行しないと、「VJ_FSTART 」で位置付けられたレコードを何度も
 
　　　　　　　　読んでしまう事がある。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　６．本サブルーチンを出力ファイルに対して使用する時は、必ず「ＡＰＰＥＮＤ」モード
 
　　　　　　　で「ＯＰＥＮ」する事。
 
　　　　　　　（「ＯＵＴＰＵＴ」モードだと再処理の時１件目から出力されてしまう。）　　　　
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 



 
　　６－７　ＶＪ＿ＦＮＯＴＥ　
 
　　　　①　機　能
 
　　　　　・　ＶＪ＿ＦＮＯＴＥは、指定された順編成ファイルの現在のカレントレコードをＶＩＳ
 
　　　　　　　ＪＯＢ管理ファイル上に記録するサブルーチンです。
 
　　　　　・　ＶＩＳＪＯＢ管理ファイルに対する記録は本サブルーチン実行後、「ＣＯＭＭＩＴ」
 
　　　　　　　を切る事により他のＶＳＡＳファイル，データベースに対する更新と同期をとった形
 
　　　　　　　で有効となります。（静止点の確立。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　・　本サブルーチンと６－６の「VJ_FSTART 」を組合わせて使用する事により、ＶＩＳバ
 
　　　　　　　ッチＪＯＢにおけるデッドロック等による「ＲＯＬＬＢＡＣＫ」後の処理時や異常
 
　　　　　　　終了後の再処理時に各ファイルの整合性の保持を容易、且つ自動的に行う事が可能
 
　　　　　　　です。
 
　　　　②　パラメータ
 
　　　　　ａ　ファイル名　　　　　　位置の記録を行いたいファイル名を指定する。
 
　　　　　ｂ　ステータス格納領域　　ＣＯＭＰ－１の領域を指定する。　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　※呼び出し形式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　ＣＡＬＬ　”ＶＪ＿ＦＮＯＴＥ”　　ＩＮＰ１　ＦＳＴＳ．　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　



 
　　　　③　パラメータ項目説明
 
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　項　　目　│　　意味・値　　　│　　　　説　　　　　　明　　　　　┃　
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━━┫　
　　　　　　　　┃ファイル名　│　　　　－　　　　│ＳＥＬＥＣＴ句で指定したファイル名┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│をそのまま指定する。　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨　
　　　　　　　　┃ステータス　│　　　　　　　　　│本サブルーチンの実行結果が２進形式┃　
　　　　　　　　┃格納領域　　│        　　　　　│（ＣＯＭＰ－１）で返却される。　　┃　
　　　　　　　　┃　COMP-1　　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　０　　　│正常終了した。　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃          　│　　　　　　　　　│（「ＡＴ　ＥＮＤ」検出済のファイル┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　に対して本サブルーチンを実行して┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　も正常終了する。）　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　４６０９　　　│１０個以上のファイルに対して同一ス┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│テップ内で本サブルーチンが実行され┃　
  　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│た。　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　５２１８　　　│ＶＩＳＪＯＢ管理Ｆに対してデッドロ┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│ックを検出した。　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│（他のＶＳＡＳ，ＡＤＢＳに対して　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　デッドロックを検出した時と同等の┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　処置を行う事。）　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　５８８８　　　│ＶＩＳＪＯＢ管理配下でないＪＯＢで┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│本サブルーチンを実行した。　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│（異常終了させる事。）　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　上記以外　　　│コードハンドブック参照の事。　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│（異常終了させる事。）　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━━┛



 
　　　　④　使用上の注意事項
 
　　　　　１．本サブルーチンを使用するＪＯＢステップは、必ずＶＩＳＪＯＢ管理システム
 
　　　　　　　配下で実行されなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　２．本サブルーチンを使用する場合、ＪＣＬ上の「¥STEP 」記述内に以下の指定が
 
　　　　　　　されていなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　　┃　　　　　¥STEP     ～　　　　　; 　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　¥ASSIGN VJCTRL　　外部ﾌｧｲﾙ名１  SHARE=ALL HOLDMODE=UPDATE;┃　
　　　　　　　　┃　　　　　¥DEFINE VJCTRL    JRNAL=BOTH  ; 　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　¥ASSIGN VIS_CKPF  外部ﾌｧｲﾙ名２　SHARE=FREE; 　　　　　　　┃　
                ┃          ¥ENDSTEP; 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
　　　　　　　　　※外部ファイル名１＝ＶＩＳＪＯＢ管理Ｆの外部ファイル名。　　　
 
　　　　　　　　　　外部ファイル名２＝ＶＩＳチェックポイントＦの外部ファイル名。
 
　　　　　３．本サブルーチンの対象となる順編成ファイルに対しては、ＪＣＬの「¥DEFINE 」文　
 
　　　　　　　にて、「ADDFORM=LRRR」の指定を必ず行う事。
 
　　　　　４．本サブルーチン実行前に必ずファイルを「ＯＰＥＮ」しておく事。　
 
　　　　　　　（「ＯＰＥＮ」していないと、コード＝７１６９で異常終了する。）
 
　　　　　５．一つのＪＯＢステップ内で、本サブルーチンを使用してカレントレコードの記録が
 
　　　　　　　可能なのは、最大１０ファイルである。
 
　　　　　　　（１１個目のファイルに対して本サブルーチンを実行すると、リターン
 
　　　　　　　コード＝４６０９で異常終了する。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 



 
※　「ＶＪ＿ＦＳＴＲＡＴ」，「ＶＪ＿ＦＮＯＴＥ」を使用したプログラムフロー例
 
　　┏━━━━━━━━━┓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃　初　期　処　理　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃OPEN  INPUT ～    ┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┗━━━━┳━━━━┛　　　　　　　　┏━━━━━━━━━┓　　　　　　　　　　　　　
  　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　┃　復　旧　処　理　┃　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　┠←────────────┨ＲＯＬＬＢＡＣＫ　┃　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　┗━━━━┯━━━━┛　　　　　　　　　　　　　
　　┏━━━━┻━━━━┓　　　　　　　　　　　　　↑　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃入力Ｆ　位置付け　┃　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃CALL "VJ_FSTART"～┠────────────→┤　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┗━━━━┳━━━━┛　　　　　　　　　　　　　│Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　│Ｅ　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┏━━━━┻━━━━┓　　　　　　　　　　　　　│Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃入力Ｆ　ＲＥＡＤ　┃　　　　　　　　　　　　　│Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃READ  ～          ┃　　　　　　　　　　　　　│Ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┗━━━━┳━━━━┛　　　　　　　　　　　　　│Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　│Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┏━━━━┻━━━━┓　　　　　　　　　　　　　│Ｋ　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃入力Ｆ　位置記憶　┃　　　　　　　　　　　　　│検　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┃CALL "VJ_FNOTE" ～┠────────────→┤出　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　┗━━━━┳━━━━┛　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　┣←━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　
　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　↓N 　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　↑　
　　　AT END? ①→━━━━━━━━━━━┓　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　Y ↓　　　　　　　　　　　　↓　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　┏━━━━┻━━━━┓│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　┃　キー　セーブ　　┃│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　┃　　　　　　　　　┃│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　┗━━━━┳━━━━┛│　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　┣←━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　┃　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　┃　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　↓N 　　　　│　　　　　　　　　　　　　　┃　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　 ｷｰﾌﾞﾚｰｸ? ②→━━━━━━━━━━━┓　　　　　　　┃　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　Y ↓　　　　　│　　　　　　↓　　　　　　　↑　↑　
　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　┃　　　　　│　　　　　　┃　　　　　　　┃　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　┃　　　　　│　┏━━━━┻━━━━┓　　┃　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　┃　　　　　│　┃ＶＳＡＳ，データベ┃　　┃　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　┃　　　　　├←┨ース更新　　　　　┃　　┃　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　┃　　　　　│　┗━━━━┳━━━━┛　　┃　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　↓　　　　　↑　　　　　　↓　　　　　　　┃　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　┏━━━━┻━━━━┓│　┏━━━━┻━━━━┓　　┃　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　┃入力Ｆ　位置記憶　┃│　┃入力Ｆ　ＲＥＡＤ　┃　　┃　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　┃CALL "VJ_FNOTE" ～┠┘　┃READ  ～          ┃　　┃　┃　
　　　　　　　┃　　　　　　　┗━━━━┳━━━━┛　　┗━━━━┳━━━━┛　　┃　┃　
　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　┗━━━━━━━┛　┃　
　　┏━━━━┻━━━━┓　　┏━━━━┻━━━━┓　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　┃　終　了　処　理　┃　　┃　静止点　確立　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　┃　CLOSE ～      　┃　　┃　ＣＯＭＭＩＴ　　┃　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　┗━━━━━━━━━┛　　┗━━━━┳━━━━┛　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　注：入力Ｆのキーがブレークする毎にＣＯＭＭＩＴを切る例である。　　　　　　　　　　　



 
　　６－８　ＡＶＳＣＡＬＬ
 
　　　　①　機　能
 
　　　　　・「ＪＯＢグループ別ＪＯＢ実行状況検索」画面、「加入者別ＪＯＢ実行状況検索」画面
 
　　　　　　をユーザーＶＩＳＴＰＰからダイレクトに呼び出します。
 
　　　　　・処理終了時には最初にサブルーチンを「ＣＡＬＬ」する時点で指定した画面に戻ります
 
　　　　②　パラメータ
 
　　　　　ａ　ＶＩＳＵＣＡ
 
　　　　　　　※ＳＰＡを以下のように再定義する事。（ＣＯＰＹ，ＣＰ＿ＡＶＳＣＡＬＬ）
 
　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
　　　　　　　┃　000010    02  AVSC-SPA             REDEFINES   SPA. 　　　　　　　┃
　　　　　　　┃  000020     03 AVSC-MFDL            PIC X(06).   　　　　　　　　　┃
　　　　　　　┃　000030　　 03 AVSC-TRID 　　　　　 PIC X(06). 　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　┃　000040     03 AVSC-MODE            PIC X(01). 　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　┃　000050　　 03 AVSC-KEY1 　　　　　 PIC X(08). 　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　┃  000060     03 AVSC-KEY2            PIC X(08). 　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　┃　000070     03 FILLER               PIC X(2019). 　　　　　　　　　┃
　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
 
 
          ｂ  ＶＩＳＦＰＴＲ
 
　　　　　　※　ＶＤＬの「¥TRNS 」の「FILEN 」文のどこかにＶＪ管理Ｆ（FILEID=VJCTRL)、及び
 
　　　　　　　　ＶＭ管理Ｆ（FILEID=VMCTRL)を指定しておく事。
 



 
　　　　③　パラメータ項目説明
 
　　　　　　　　┏━━━━━━┯━━━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
　　　　　　　　┃　項　　目　│　　意味・値　　　│　　　　説　　　　　　明　　　　　┃
　　　　　　　　┣━━━━━━┿━━━━━━━━━┿━━━━━━━━━━━━━━━━━┫
　　　　　　　　┃AVSC-MFDL 　│画面形式定義名　　│検索処理終了時の戻り先画面を指定す┃
　　　　　　　　┃　　X(06) 　│　　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃AVSC-TRID 　│　処理ＩＤ  　　　│呼び出したい処理のＩＤを指定する。┃
　　　　　　　　┃　　X(06) 　│　ＶＪＲ０７０　　│ＪＯＢグループ別ＪＯＢ実行状況一覧┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│画面を呼び出す。　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　ＶＪＲ０８０　　│加入者別ＪＯＢ実行状況一覧画面を呼┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│び出す。　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃AVSC-MODE 　│　　空白　　　　　│空白である事。　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　X(01) 　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃AVSC-KEY1 　│　処理キー１　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　X(08) 　│　　空白　　　　　│処理ＩＤ＝ＶＪＲ０７０の時　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│空の画面を表示する。　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│処理ＩＤ＝ＶＪＲ０８０の時　　　　┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│処理した端末の属する加入者から起動┃
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│されたＪＯＢの実行状況一覧を表示す┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│る。　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　JOBｸﾞﾙｰﾌﾟｺｰﾄﾞ 　│処理ＩＤ＝ＶＪＲ０７０の時　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│指定されたＪＯＢグループのＪＯＢ実┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│行状況一覧を表示する。　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　加入者コード　　│処理ＩＤ＝ＶＪＲ０７０の時　　　　┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│指定された加入者のＪＯＢ実行状況一┃　
　　　　　　　　┃　　　　　　│　　　　　　　　　│覧を表示する。　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┠──────┼─────────┼─────────────────┨
　　　　　　　　┃AVSC-KEY2 　│処理キー２　　　　│空白にする事。　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　　X(08) 　│　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┗━━━━━━┷━━━━━━━━━┷━━━━━━━━━━━━━━━━━┛



　　　　④　ＶＤＬ
　　　　　　・本サブルーチンをＣＡＬＬするＴＰＰが存在する業務内「¥AP 」には必ず以下の
　　　　　　　「¥TRNS 」文が登録されていなければならない。
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
　　　　　　　　┃　000020  /**   JOBｸﾞﾙｰﾌﾟ 別ＪＯＢ情報一覧 **/                      ┃
　　　　　　　　┃　000030     ¥TRNS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ┃
　　　　　　　　┃　000040            TRNSID   = VJR070 　TPP     = VJR070　　　      ┃
　　　　　　　　┃　000050           ,CLASS    = %        LINK    = %%%%% 　          ┃
　　　　　　　　┃  000060           ,TRSTAT   = ENABLE 　TRTYPE  = INQ   　　        ┃
　　　　　　　　┃  000070           ,CPUTIME  = 30000　　ELPTIME = NOLIM 　　　      ┃
　　　　　　　　┃  000080           ,DUMP     = YES      ABORT   = CONT　        　  ┃
　　　　　　　　┃  000090           ,SPASAVE  = YES　　　　　　　　　　　　　        ┃
　　　　　　　　┃  000100           ,FILE1    = (VJCTRL,USAGE=RETRIEVAL,IOERROR=CONT)┃
　　　　　　　　┃  000110           ,FILE2    = (VMCTRL,USAGE=RETRIEVAL,IOERROR=CONT)┃
　　　　　　　　┃　000120　　　　　 ,FILE3    = (VWCTRL,USAGE=RETRIEVAL,IOERROR=CONT)┃　
　　　　　　　　┃　000130　　　　　 ,FILE4    = (AVKEYF,USAGE=RETRIEVAL,IOERROR=CONT)┃　
　　　　　　　　┃  000140　　　　　 ;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　000150     ¥TRNS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ┃
　　　　　　　　┃  000160            TRNSID   = VJR071 　TPP     = VJR070  　　      ┃
　　　　　　　　┃  000170           ,CLASS    = %        LINK    = %%%%% 　          ┃
　　　　　　　　┃  000180           ,TRSTAT   = ENABLE 　TRTYPE  = INQ   　　        ┃
　　　　　　　　┃　000190           ,CPUTIME  = 30000　　ELPTIME = NOLIM 　　　      ┃
　　　　　　　　┃　000200           ,DUMP     = YES      ABORT   = CONT　        　  ┃
　　　　　　　　┃　000210           ,SPASAVE  = YES　　　　　　　　　　　　　        ┃
　　　　　　　　┃　000220           ,FILE1    = (VXCTRL,USAGE=UPDATE   ,IOERROR=CONT)┃
　　　　　　　　┃　000230           ,FILE2    = (VMCTRL,USAGE=RETRIEVAL,IOERROR=CONT)┃
　　　　　　　　┃　000240　　　　　 ,FILE3    = (VWCTRL,USAGE=RETRIEVAL,IOERROR=CONT)┃　
　　　　　　　　┃　000250　　　　　 ,FILE4    = (AVKEYF,USAGE=RETRIEVAL,IOERROR=CONT)┃　
　　　　　　　　┃　000260　　　　　 ;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　000020  /**   加入者別ＪＯＢ情報一覧     **/                      ┃
　　　　　　　　┃　000030     ¥TRNS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ┃　
　　　　　　　　┃　000040            TRNSID   = VJR080 　TPP     = VJR080　　　      ┃　
　　　　　　　　┃　000050           ,CLASS    = %        LINK    = %%%%% 　          ┃　
　　　　　　　　┃  000060           ,TRSTAT   = ENABLE 　TRTYPE  = INQ   　　        ┃　
　　　　　　　　┃  000070           ,CPUTIME  = 30000　　ELPTIME = NOLIM 　　　      ┃　
　　　　　　　　┃  000080           ,DUMP     = YES      ABORT   = CONT　        　  ┃　
　　　　　　　　┃  000090           ,SPASAVE  = YES　　　　　　　　　　　　　        ┃　
　　　　　　　　┃  000100           ,FILE1    = (VJCTRL,USAGE=RETRIEVAL,IOERROR=CONT)┃　
　　　　　　　　┃  000110           ,FILE2    = (VMCTRL,USAGE=RETRIEVAL,IOERROR=CONT)┃　
　　　　　　　　┃　000120　　　　　 ,FILE3    = (VWCTRL,USAGE=RETRIEVAL,IOERROR=CONT)┃　
　　　　　　　　┃　000130　　　　　 ,FILE4    = (AVKEYF,USAGE=RETRIEVAL,IOERROR=CONT)┃　
　　　　　　　　┃  000140　　　　　 ;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃　000150     ¥TRNS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ┃　
　　　　　　　　┃  000160            TRNSID   = VJR081 　TPP     = VJR070  　　      ┃　
　　　　　　　　┃  000170           ,CLASS    = %        LINK    = %%%%% 　          ┃　
　　　　　　　　┃  000180           ,TRSTAT   = ENABLE 　TRTYPE  = INQ   　　        ┃　
　　　　　　　　┃　000190           ,CPUTIME  = 30000　　ELPTIME = NOLIM 　　　      ┃　
　　　　　　　　┃　000200           ,DUMP     = YES      ABORT   = CONT　        　  ┃　
　　　　　　　　┃　000210           ,SPASAVE  = YES　　　　　　　　　　　　　        ┃　
　　　　　　　　┃　000220           ,FILE1    = (VXCTRL,USAGE=UPDATE   ,IOERROR=CONT)┃　
　　　　　　　　┃　000230           ,FILE2    = (VMCTRL,USAGE=RETRIEVAL,IOERROR=CONT)┃　
　　　　　　　　┃　000240　　　　　 ,FILE3    = (VWCTRL,USAGE=RETRIEVAL,IOERROR=CONT)┃　
　　　　　　　　┃　000250　　　　　 ,FILE4    = (AVKEYF,USAGE=RETRIEVAL,IOERROR=CONT)┃　
　　　　　　　　┃　000260　　　　　 ;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
　　　　　　　　　　※「ＣＬＡＳＳ」及び「ＬＩＮＫ」パラメータの値は任意である。



　　　　⑤　使用例
　　　　　　　　┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
　　　　　　　　┃　000010 WORKING-STORAGE SECTION. 　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　000020 77  AVSCALL             PIC X(07) VALUE "AVSCALL". 　　　　┃
　　　　　　　　┃　000030                         :　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　000040　　　　　　　　　　　　 :　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　000050 LINKAGE SECTION. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃  000060 COPY  VISUCA.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃  000070 COPY  CP_AVSCALL.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃  000080 COPY  VISFPTR. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃  000090　　　　　　　　　　　　 :　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃  000100　　　　　　　　　　　　 :　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃  000110 PROCEDURE DIVISION.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃  000120　　　　　　　　　　　　 :　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃  000130 AVSCALL-RTN.                   　　　　　　　　　　　　　  ┃
　　　　　　　　┃  000140    MOVE  SPACE          TO    AVSC-SPA.　　　　    　　　  ┃
　　　　　　　　┃  000150    INITIALIZE                 AVSC-SPA.　　　　    　　　  ┃
　　　　　　　　┃　000160    MOVE  "MNU00L"       TO    AVSC-MFDL. 　　　            ┃
　　　　　　　　┃　000170　　MOVE  "UUJ   "　　　 TO    AVSC-KEY1. 　　　　　　　　　┃　
　　　　　　　　┃  000180　　MOVE  "VJR070"       TO    AVSC-TRID.       　　　　　　┃
　　　　　　　　┃  000190    CALL  AVSCALL        USING VISUCA VISFPTR.  　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　000200 AVSCALL-EXT.                                   　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　000210　　EXIT PROGRAM. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　000220　　　　　　　　　　　　 :　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┃　000230　　　　　　　　　　　　 :　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
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